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復刻にあたって

一、! 京本の品i 名 は i大のように変遷している 。

fl民J，Jljill 築協会制{λ;誌J (大 IE 6  {f 9  )J - 7  1f'12 )J )  

f ll 木ill 築協会雑誌J (大 11: 8 年 1 )J - 8 年12) J  )  

f! &築と社会J ( 大正 9 年 1 )  J 以降)

ぷ紙を nl 二縮小して以Sました場合がある 。 また、! J il 本が断

絞されているため、不完全なものがある 。

"  1析裁による不完全な文ナ: は創lみ l在したものがある 。

}A紙のl t J lJ 色は一色 に 統ー したため JJi( 本とは災なる 。

ｲｬ 絵はカラーのｴＨも全てｾ，ｊＮｉ， - 色で印刷した 。

「会幸 ｉｾｊ の ｪ 岳民には乱れがあるが、 ｊｊｪｬ 本のままとした 。

名集ごとの「総 11 U<J は、発見できたものに限り、談、'i W，

の第 - ｾｪ の前に ｬ 以鈷した 。

話 ｩｾ 長紙は、 ｲ 第 一 ｷ，第 一 り 』 に限り収鈷した 。

日次の発行日は、奥付に記されたものを採用した。

，j i j H広行の一吉11&び後H 広; りは以$; f <しなかった。rJ ，よ;fi -凡山」

「広行 ＱＱ［ 欠」および ｲ Ｑ 制改 ｊｾ ;I r  - 'f.L J  ( 似主IJ に際し新たに車IL

み、 H け加えた) を参! ! 日してなi きたい。

また、 ｊ ｊＮ｟ｾ ;';- ＡＮＧｃ には ｾｾｴ (1 のt ( が十l けられているため、本似

刻版のJぶ;'r t( の! . ' l は - l ' t していない。

本復刻版は日本主主築協会所lみの JJ 日本を{ 必川した 。

(イ.; ｾ＠ 1I'，Jt反)
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曾
a:. 
c  

戦時下隣組の組織が漸く確立の域陀あり 、関民が穆って此の運管に営らんとする折柄、

一方t事務者性宅が集閤的陀建設せられ之が闇民住居形式に要請せられんとす。認に於て従

来の個人主義的住居概念を清算し、買:rc 隣組を中心とせる生産的努務者の集圏住宅群の出

現を望むとと切なるため 、カミ L る住宅群の共同施設の運営欣態を展示 し、闘民一般に此の

方面の開心を呼び起すと共に、各工場関係者の資料たらしめん魚、搭陀常協舎は建築工萎

技術研究所と共同主催の下 lて、下記の通り女性と住生活展を開催仕候問、合員諸賢は時局

下本舎の主旨を扱く御室停の上、間期中は禽障御繰合せ知己御勧誘多数御来場下され、充

分所期の成果を牧め得る様御援助賜度候

女 性 と 住 生 活 展 覧 曾

主 催 建 築 工 要 技 術 研 質 所 後 援 奇エ省、工事品所開西支事

市士閣法人日本建築協合 朝 日 新 聞 大 阪 本 祉

協 賛 大 政 奨 賛合大阪府支部

大政翼賛舎大阪市支部

奮 期 ャ自 8月16 日( 火) 歪8月21 日( 日) 6日 間 午 前9時一午後5時

禽 場 株 式合 祉 大 丸 ( 大 阪 、 心 掛 橋 〉

展示内容 従来の個別生活を固守するに較べて 、共同施設を完備せる隣組を中心とする翼

賛生活に於ては多大の努力が節約せられ、多重量の官余剰努力を重要産業部門に供

出し得るととを主として展示す。

l. 炊 事 法 奮来の家庭に於ける 1 自の炊事時間炊事要員を統計的に説明し、隣

組共同炊事の活用による努力( 買出 、炊事) 時間、住宅商積の節約

を明示せんとす。

2.  育 児 1 人の育児陀就て見るも多くの努力を必要とナるが、集約的危る育

児所の設置によりて、第二の図民を科感的に養育せらる。

3.  浴 場 湯 屋 放 き 地 域 に あ りても隣組浴室を設置するととにより、努力、燃

料、住宅面積が節約せらる。

4.  協カ菜園 小規模に耕作物の不利を認識せしめ 、隣組共同運管によりて専問家

の指導を得て科撃的に増産し得るととを設明せんとす。

上記公共施設を計壷設計し模型を製作、之等の展示によりて最小限度む住宅に

ても、之より大友る住宅と同様の機能を有ナるとと等経済的利黙をも強調せん

とす
以 上

菖 蒲 池 厚 生 住 宅 完 成

木曾創立廿五年記念事業のーとして 、昨年12月読本欄に輩表致し候 富蒲池厚生住宅

( 闘急: 奈良娯高蒲池下原南へ約 5 丁松林池漣) は、営時展覧合開催中建設未完もあり、各

位に充分其の全担を御高覧に供し不得遺憾陀存居候庭今般金住宅並陀庭園植樹等完成 、早

春の古者s近き山麓池附、に木の番高き新機構による厚.生建築美を競ひ居り候遁而其等竣功

住宅中陀は展覧舎営時未完成のため 、現在未契約分も倫若干あり 、時局統制下御希望の向

は? 者協舎まで御申込次第先着順E象約斡旋可致候

昭 昭 18 年 3 月

社 圏 法 人 日 本 建 築 協 曾
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飛 鳥 よ り 天 卒 ヘ

飛鳥より天平へ。法降寺伽藍より葉大寺伽藍へ

の過程でまうる。夢殿の夜、併が法華堂の本傘まで輩

展したのである。小川 ff青腸氏のあの美しい古美術

寝耳の群像陀解説された上野直昭氏の名著「上代

の彫刻』によれば、それは巌格主主様式が解瞳され

て永遠記念性の確立へと推移したのであった。塔

婆は一基から二基となり、組奔の封象たる地位を

金堂に委ねて荘巌的主主立場にまで餐質された。そ

れは或は中門の外へ、また更に南大門の外部にま

でも移されたと設かれてゐる。との過程はなほ種

々と設かれ、僕々な研究も公陀されてゐる。それ

主主の陀、いま殊更にとの飛鳥より天卒への推移に

ついて書かうとする。それは外でも主主い。いまと

の時局に立って、我々が新らしい世界を創り出さ

うしてゐるととを、深く自覚して今夏のやうに我

が園の古典を反省するからである。 r撃ちてしや

まむJ といふととは、喪くも紳武天皇の御創業の

思召しでもあった。いまや今次聖戦の完途とそは

全世界の全人類が地球の上に新らしい世界を樹立

しゃうといふのである。 然もそれは決して一切を

観念的陀痩質しゃうといふのではないでるらう。

少くともその停統に生き、その魂の呼ぶととる

に突進しゃうといふのである。一大費時はかくし

て渦を巻き、かくして新らしい光の中に本来の姿

が生き生きと現はれるのである。

飛鳥より天王子へ。我々は千三百年の古へを回想

ナる。そとにも大きな痩輔があった。飛鳥より天

平へむに民唯中には買は「丸化の改新』が行はれ

たのであった。たど『飛鳥』と呼び、たど『天平

J といふけれども、前者は世界の費る以前でるり

後者はその以後であるのである。自然のま与の低

潟地を農耕のアトリエとして山麓丘陵地に古居し

て豪落を皆んでゐた氏族制度の世の中は、とり改

新によって斑田制の公民公地の世の中と蜜 P、律

猪 熊 薬 繁

令によった百官の集稽的主主文化瞳制の時代となっ

たのであった。奮髄制はその態容を改めて、そし

て東大寺が出現したのである。新趨制。憾立。そ

れは今現在の我々も行ひっムある。千二百年の昔

陀は、とれが「天L f J とえ主って現はれたのであっ

た。

日本書紀( 粂永木) によれば、百桝の使ひびと

の奉献した若手紳に劃して「相貌端盟」と仰せ給ひ し

大御言葉を奔し奉る。西若手諸圏皆櫨奔してゐるも

のを我が圏のみとれに背いてよいものか。周公孔

子も術知ら友かった殊に勝れた傍様だ。とて崇悌

家は我が閣のものとしたのでるった。事者或はと

の俳J 数文化の受容について種々論やるであらう。

けれどもとに角かくして渡来した外若手の激主主る

悌教文化が我が園に於て進展したのは買に傘く

も、聖徳太子の思召で、あった。然もとの太子の御理

想、とそか L る西若手の文物の御燐取と同時に『大化

の改新』への機運の構成陀あったと拝される。太

子の御霊業によって、買に『天平」は誕生したので

あった。 「相続端麗J t J : る傘! 換は今日の我々 が奔す

れば、耳支は T古拙』とするであらう。しかしとの

『古拙J の中に 、あの飛鳥併の微笑の奥深く包容

せられるもの、それが新程制を生んだのでるっ

た。それは我が園文蓮陀新らしい方向を指し示し

たものに外ならない。

現時局に於て、大東 ｩｬｬｕｾ 新らしい出裂を創めた

我が園に同じく、盟邦諸園は歓測にも同検の蛮足

を行ってゐる。大化の時も、惰唐が出現した。新

羅も半島を統ーした。つまり営時も世界は傘げて

賓轄してゐる。塚本菩珪氏の高著『支那悌敬史の

研究、北耕篇J o龍門石窟に現はれた悌教の研究

によれば、北説の時代十亡は樺迦、f間取Jの雄斧を中

心としてゐたものが、唐陀なって高宗、則天武后

の時イてになると阿禰陀備が出現して、 とれが信仰



の中心と放ってゐるやうでるる。支那傍数にとの

蟹轄が見られる。程迦の合利を納めた塔婆を植奔

の中心としてゐたものが、併の世界なる浮土を求

める寺院へと進展したやうに 思はれる 。悌典は蓄

語から新課へと進みゆき 、更に密教も王見はれた。

悌数の内容自瞳の蜜縛が行はれたのでるった。悌

数文化の他の文化領域に於ても 、同様で、るった。

我が園に於ても 、聖徳太子の思召は大化の改新と

なれ長柄豊埼宮、大津宮 、深御原宮、藤原宮と

御行御代が進みゆえと 、文運は頓に進展した。大

自然の中に斑田制といふ閤土計劃が樹立されて、

指南寧が現はれた。律令といふ制度の御制定は大

宮居を都城とえ主し給ひ 、丘陵地の楽落は卒原の露

中r r . 翠って都合が田園と分離するやうになった。

大貸元年の元旦藤原宮の朝賀には、大極殿に憧幡

告と樹てさせられ百官蕃伎は列立して「文物の儀是

に備れり」といふととに君主った。 とのやうえ主慶、

れが行はれて質陀『飛鳥』は『天平J へと進んだ

輔、 とのでるったのである。

古事記、日本書紀に奔する紳々の御物語、高葉

集の美はしい歌の数々 、それ等は我が美しの園土

の上の山麓丘陵地の人々に物語られ、歌はれてゐ

たであらう。ロから口へととの傍請された傘い文

化財は、文字といふ形式に疲られるやうになって

王子地の文化人の記録とされたのである。とれはま

た同時K 漢語による思索的方主主をも伴ってゐた。

久しく金属文化の所産たる財資類を紳々の御魂

として崇め奉り 、石上の紳庫に紳宮を御創立申上

げた我々の祖先は、氏人の奉仕する氏の紳と同援

に多くの金銅悌の前陀春秋の農耕の析を獣げると

もと行ったであらう。大国魂の傘崇は或は金利家

安の塔婆の躍奔を 、御園鎮めの御桂と同じ心でな

さしめたかも知れない。それはやがて紳傍習合と

もなり我が歯文化の進展の中陀融けて行ったと思

はれる。それはとに角として、渡来まもない我が

園の悌教は 、やはり緯迦、繭勅を中心としたもので

丘陵山麓の緊落の氏族の中 l亡銀りましまナ氏の紳

や、祖先を葬った古墳の聞に建てられた精舎で行

はれてゐたであらう。高貴の御方々は申すまでも

なく 、氏の長上の御馬κ とれ等の寺々は出現した

ものでもあった。それで、とれ陀仕へる傍徒等は責

に夫k の氏の民であったに違ひ主主い。氏人等は己
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が氏の農耕: の稔りの幸を捧げてとれらの櫨奔をつ

どけてゐたととでるらう。いま大和に残るかの飛

鳥併は置はとれが「大化の改新」の原動力であっ

たとはいへ、とのやうなものであったと思はれ

る。とれが「飛鳥』なのである 。 r飛鳥J の寺で

は塔婆が中心であった。紳簸の御桂をめぐったや

うに 、塔婆の周りをめぐって躍奔した氏族の民が

外つ図の紳として箱輸と閉じ泥塑を原型とした金

銅像をも櫨奔した。勿論その後の護展の要素を多

分に含んで、はゐるが、法降寺や四天王寺主主どの『

飛鳥』の寺々はか L る性格のものであったやうに

思へる。ととに最近、石田博士と末永雅雄氏とで

調芥を始められた所謂若草藍を想、ふとき、斑鳩の

丘陵山麓地に古墳と同じゃうに構へられた『飛

鳥J の悌寺の民の姿がと L 陀質在すへのでは友か

らうか。

また 、最近須屋根が美事に出来上って、瓦がと

り除けられかけた法降寺寺五重塔も、いまに解鐙

されて調脊が行はれると、 『飛鳥』はどん主主風に

解揮されるか、など L も恩ふ。

『飛鳥』は『天卒』へと進む。それは費時した

後の形式で現はされる。会利信仰中心の伽藍は、

『天平』に君主ると悌の浮土が現世に出現したかの

ゃうであったと信やる。まづ奥幅寺伽藍を懇ひ起

す。佐奴佐波と書かれた猿湾の池を前に春日の紳

々しい土地に建てられたとの寺には、金堂が三棟

出来た。敦埠や賞麻の湾土愛相と同じゃうえ主資援

資池の悌世界がとれ放のである。更に東大寺伽藍

の創建に想ひ及ぶ。今年が満千二百年になるが、

かの天平十五年の聖武天皇の詔を奔するとき 、そ

れには質に公地公民の奉仕する圏家の寺院を自覚

ナる。飛鳥の地陀大宮大寺が建てられ、飛鳥寺が

大寺陀列して、寺院は園家のもりとなった。それ

が東大寺に至って完成されたのであった。 f曾侶は

律令に規定された官の職員である。との悌教は個

人の救ひよりも . 園 家 鎮 護 の た め の も の で る っ

た。そしてまた 、とれ陀はま菩、合利といったもの

より 、堂、傘像といふものへC 推移が窺はれる。

E 大君主金銅悌は、とれも同 じく泥塑を原型とし' k

乾漆塑迭といふ技巧による群像にとりまかれて、

傍の領域を示してゐ ーる。 r天平J とはとれでる

る。 氏族む園家は領妓にま で進んだのであった。



かくして『飛鳥j は『天卒J とえEったのである。

悌教として我が文化史の上陀満自の文化相を形

成するのは 、耳立は貞撒以後では友いかと思はれ

る。上代、つまり天王子以前1の悌教は、他の文化相

と混然と統合されてゐたゃうである。それで、上代

の悌敬文化を反省する陀は、悌教といふ面のみを

抽出し縫いと思ふ。また 、我が天王子以前lの上代文

化を回顧するときにも傍数といふものを重大君主要

S 頁より

の高潮せる文化の感化を議長り 、後者は保守的に固

有の古代文化κ 満足し、感情的に相容れ十、しか

し友がら雨者とも多分に信仰と侮統的日本精紳を

有してゐた黙に於て、言うる聯開を有してゐたので

るった。仔tl へば寺院陀法舎など催される時は、上

下の別主主く善男善女が相集り、法力の感涙に咽ん

だのでるる。

120 年の飛鳥奈良朝の風俗は次の平安食都から

動揺し始めた。人心は一新して図民的自覚は昂ま

り、 日本民族は宜しく唐文化に盲従せ歩、日本園

民に遁R医した文化を建設すべしといふ目標の下に

唐文化の竪盈は崩壊し初めた。と! . . Y亡藤原文化の

園風が捲土重来し、さしもの唐文化は日本化され

聾して新日本文化と化した。風俗も亦同径路を辿

ったのであった。

ｾに一言ナべきは日本民族は心まで外園陀侵蝕

され君主いといふととで、唐文化心酔の奈良朝に於

4益

E ヨ

素とと考へなければ友らないととは申すまでもな

レ、。

そして『飛鳥』より「天平J への過程を想ふと

き、殊更陀『大化の改新」といふあの大きな費時

に意義付けたい。特に現時の世界と、我が圏の現

在とをと自費ナるときに。

( 筆者は奈良県革蝋託、 関念日榔託)

てすら 、大衆は固有の日* 風を傘重し 、貴族に於

ても亦その方針を誤ら友かった。仔tl へば皇室を傘

重し紳紙を敬祭ナるととは毒も稔ってゐなかった

のである。今一つ之を住宅に於て見るも赤固有の

習慣が残存してゐたではないか。

何はともあれ、飛鳥奈良明の風俗は次の時代に

は殆んど姿を淡したが、しかし藤原時代の豪華友

る風俗も、若し庖f風模倣の階段がなかったとした

ならば、あの強遼は望めなかったであらう。との

貼で飛鳥奈良朝の風俗は全汎としてi匹敵せ友けれ

ば友らぬ。

今我閣は英米風俗を棄て L 日本園梓を傘重しつ

L ある。とれらタト風もやがては l! . l l 鴫誇化され、. 日

本化され、鱒きに藤原、風俗の訪づれしと同じく第

2 の王朝風俗が到来する自の遠くないとと在想見

せられねば友らぬ。

'C筆者は京大史事科出身風俗研究所長〉

告
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飛鳥時代より奈夏靭に至る風俗 j工 馬 務

飛鳥から奈良朝といへば、天武天皇から持続、

文武天皇を経て元明天皇和銅 3 年十亡会都遊ばされ

た奈良籾御七代の期間で、年裁にナれば 120 年に

満ち主主い短期でるる。しかし此の期聞に於て強展

した日本の文化といふものは、責陀偉大友もので

従って風俗の方面から之を観察するも、また驚く

べき密化と護達とが認められる。

との期聞を政治上から回顧する陀、時十亡 Ij 、波澗

はるっても 、朝様は漸次伸張し、皇威は北は蝦夷

南は多間( 種芋ク島〕夜久島に及び、反服常主主か

りし新羅も屡朝貢し来り 、粛↑ 良湖海も入貢し、圏

勢朝日の昇るが如き唐へは屡遣唐- 使官接生を・訴

し、彼れよりも圏使{ 曾侶を遣はし、今の悌向] カおら

悌哲、天竺よりも汲羅門慣の菩提11l J 那友どが入朝

ナる友ど、官? 代は外交史から見ても亦輝かしい時

代でるつ売。と与に吾人は飛鳥奈良朝の文化風俗

の外国的影響の偉大なるもの重うるととにも想到せ

ざるを得ないむである。

凡そわが大倭民族は、傍統を f命び園粋を傘重ナ

る保守的な字面、ま た外人を優遇親和し、若し我

圏よ D も文化の優越した園に接ナれば、直ちにそ

の文化を吸牧岨鴫せんとナる極めて進取的主主園民

である。との園民性はとの昇.Lf-f. 主時勢陀恵まれて

唐を中心として遠くは林邑( 悌印) 印度までの文

化を遺憾なく吸牧したため十亡、風俗の色彩も亦極

めて多彩なる美しさにあやどられるに到ったので

るった。

ｾｊ き陀孝徳天皇の大イヒ Ｒ 年 、 大化の新政樹立せ

られ、閥族政治は混んで、中央集樺の制は布かれ、

天下の土と民は穆げて公地公民とえi : T、班回牧授

の法が採用されて租府調の税法備は P 、我園の経

桝も確立したが、天智天皇の御代に近江令の制定

あ b 、始めて明文の法制成り、尋で、文武天皇大賀

日， 4

元年十亡大賀律令が編纂せられて園民生活む上K も

大友る規矩と指針が示され、吐舎の制裁も谷加は

ったのでるる。

営代の枇合階級は宮中に恭仕ナる官吏や貴族、

それ陀一般庶民、賎民の 3 種に分れ、官吏の中陀

も停統的に古からむ門閥を誇る家あり、タトに天武

天皇の御時に定められた八姓( 鍔位の如ぎ〉によ

って調彰さ料? と貴族もあり 、隠然勢力を有してゐ

た。庶民は常時「大御資」とまで傘ばれた農民が

大多数を 15め、そとの外機漁夫あり、様々の工業

にたづさはる人々は雑戸といはれ、告企り傘重され

十下居階級にあり、賎民は奴紳や陵戸被征服者、

蹄化民中にあったが、とれらは庶民に時向ナるに

可能性があった。

彼等の経済生活といふものは官吏貴族に位回、

功問 、職回、賜回があって、何れも椴租( 税を謀

せられる地〉回でるったが、濁り懇回とて荒蕪地

を開懇して得た地は、そのまム闘懇者の所得と友

ったため、民聞に私有地益増加し、それが叉遁々

に糞族の有陀移って後十亡荘園の踊を招くに至っ

た。奈良朝の頃には貴族の勢力強く、 。農民の耕作

を搬などによ P て妨げ、耕土を膝蹄jナるなど横暴

の行多く、その上天災も多く農民は窮乏の絵、盗

人陀化する者もあった。即ち飛鳥奈良朝の期聞は

貴族と庶民の懸痛r . t : 、その権能にも宮陀も現はれ

たの守、優秀主主る文化の恩深を享受ナるものは、

庶民ではなく 、ひと D緒紳貴族の聞にのみ限られ

てゐたのであった。

2  

との時代の枇舎は依然として古ながらの家族制

度が行はれて居り 、所謂大家族制が多かった。正

倉院陀離せられてゐる山背( 今の山 j成) 愛宕郡雲

下塁の計l阪には戸主出雲主C 一家は 2 家族で32人



が住んで、居り 、戸主と妻、息、男 l瓜、戸主姉弟妹、

従父 、 Ａｴｴｾ 、 母 、 恩人男女などが同じ棟下に雑然と

して住してゐる。中には妥寄人も同居し、 124 人

を算する家庭もあった。戸主の構は絶針であり、

嫡子は之についで、勢力がるり、男子と女子との樺

力には大分の差が認められ、奴牌は鐘 5 貫で、資買

ができたのである。

とれらの戸籍を綜合すると 、顔陀黒子のあるも

の、頬庇言うるもの 、鼻赤のものや、盲人などが意

外に多く 、営時の保健の不徹底が考・へられる。結

婚は大賀令によると 、男15、女13で許可され 、男

子は正妻以外に多くの妻をもち 、女子は一夫を守

る貞操を誇ってゐた。女子lて七去の法があって、

経伐 、 男Ｚｦｇｬ ｩｴｲ｣ 仕へ歩 、 ｾ言 、 主主稿、妬忌 、 悪疾 、

子主主き時は去られる理由となった。

彼等の家庭生活は古来行はれてゐた紳ながらの

遁と韓土や陪唐から; 待来せられた儒数悌敬思想、の

感化によって、極めて閲満に人倫が保たれたので

あるが、特に留民精神としては罪と汚を忌む風

習 、勇敢な精神と共に風雅を好む精神が術ばれ、

叉紳悌を崇I等し 、父母高年をと傘び、萎兄弟幼少を

愛ナる三綱五数を守る思想が先天的に備はり 、白

から家庭の平和を助けた。; 寓葉集にもある如くヲミ

皇を現つ御紳として敬ひ帯り 、大御心のまにまに

7. K づく屍草むナ屍と君主るととを名若手の限りとした

ととも 、その動勢生活に力を奥へてゐた。

営時は近隣相傍り相助ける徳儀が盛んで、 、 5 戸

が隣組を放した。男子は 山野に出で、 I或は家業に

従ひ 、女子は染織裁縫十亡従ひ 、職業は勿論世襲で

あった。

との家庭生活の中 、精神生活として期愛といふ

問題が取り上げられる。奈良明陀入ると轡愛によ

りて我が身の存在ナら忘れ、轡愛で、死ぬととなら

千度位死んで、もよいと告白した熱情の人ナらあっ

て、轡愛が生活の全般を市むるかと思はれるのも

あれば、叉世の無情を感じ人生の修友さを嘆じて

併の信仰に生きるものもあり 、支那六朝に流行し

た紳仙 同化思想、に感染して現世を塵土芥と観じ竹

林に入り 、或は酒陀浸って優携自泊ナるものもあ

り、ー奈良明に至って庶民生活は極めて多岐と君主っ

たのであった。

3  

ζ L 陀精紳生活の方面を終って 、貫生活の欣態

を追究せんとナる。

先づ彼等は身を飾るととにも相営力を用ひた。

貴族は男子も髪を者として 、冠を冠り 、4' - 素は圭

冠といふ烏帽子形のものを冠った。冠は羅や絹製

のものである。家の中でも冠り離にも取らない。

との冠に時trcl t j : 梅の枝などを摘して風流を味はふ

とともある。一枝の美しい香りも高い梅花は 、高

葉の散人1 t . . どには 、見捨てられないほどの情熱を

有ってゐたのでるる。之を「かぎし」といった。

「も与しきの大宮人はいとまあれや梅をかき「 して

と主につどへる」の献はとの消息を物語る。女子

は唐風の揺を立て ι 結髪し 、大踏には之陀珠玉金

銀の飾をと施し 、響をさし 、鉛の白粉を塗 D 、頬に

紅をさし 、眉を墨でつくるひ 、眉聞や唇の側に紅

の賭を打つ。とれ花子といふ唐の化粧訟の移入

で、歯を黒めるととも既に行はれてゐたゃうであ

る。即ち人工を施ナととにより自然の美を補はん

とする努力が婦人の聞には相営に試みられ、飛鳥

から奈良朝に至る程国熟し来ったのである。

衣服には五位以上の官陀は即位、 朝 賀 ( 元旦拝

賀式) 陀は櫨服( 大趨服) ｾうり 、 卒常の参籾服は

朝服と稿 L 、庶民も亦公式陀は制報を着る。組扱

は大袖といふ垂ｾの袖と丈の長い上衣に白い ズ ボ

ン式の袴を穿き容を結び垂れ玉瀕といふ玉の理E各

のやうえ主ものを腰trc 吊し 、牙の坊をもち太刀を吊

ナが、地質は綾を主とし 、上衣の色陀よ りて位を

示ナ。朝服は筒袖の上頚( 洋服の詰襟) の上衣に

白い袴を穿き 、革帯を洋服の胴 〆の如く銃具で、〆

めつけ 、劾. をもち太万を吊ナが、地質は絹で上衣

の色は紫を最上とし 、緋 、線 、練( 花田〉糞の順

序と主主る。そして文官は上衣の披 を開か示 、武官

は被を聞いた。尤もとれは奈良朝を中心としてい

ったととで、鵡月反は大賀令以前は主主く 、朝月長は推

古朝以来の制定で、始めは丈も短く 、被も開かな

い衣で革帯も左かったが、上衣の丈は遁 々延長し 、

天武朝には被の聞かぬを E 式、聞くを略式の衣 と

し、宇多も 111告式の上衣 には括袴( 下で紐 で 絞 る も

の) を穿くとと与 え主り、 正装には革帯 もできたの

であった。

カラヰス

ヨたに貴族の婦人は融破と して上に背子といふ袖

5 川



友しの腰までの衣 を着、そ の下に男子同様の大袖

( 長袖〉の衣を重ね、館といふスカートを念きつ

け、帯を正面に結び垂れ、比躍といふ 1 丈もある

長い裂を肩にかけた。衣服地は綾を本髄と し、位

陀より色が異るとと男子と同じい。叉女官の朝級

は霊頚の筒袖の上衣陀衛を腰に巻きつけ 、幣をし

て比植をかけ 、地質は絹の染物で皮履を穿いた。

以上は官吏貴族の衣服であるが、その織物には

錦綾羅紗絹を主とし 、色 は 植 物 性 染 料 を 以 て 染

め、色の種類陀は紫草より染めた紫、茜より染め

し赤、紅花よ b染めし緋、山藍桑より育、苅安黄

葉櫨より賞 、月草より藍、橡より黒 、その他茶色

'・ 3トプ ヨE ピ

あり 、碧色あり 、う| 毛筆桃色あり、葡萄( 紫の赤み

るる色〉擦色あり 、とれらの染色は宮中縫殿寮で、

製せられる外、自給自足の家庭工業で行はれ、そ

1J ラケチ

の染色の方法は浸染法による外、縮織といふ絞り

染は我園の古来の特技に麗し、ｾ細とて薄板に文

様を透彫にし 、裂地を挿み染料を注ぎかくして幾

回も反復するは板締の起原であり 、叉較に文様を

透彫にし、裂地の上陀置いて上より彫自に蝋を流

し、板を去って染料を注を 、蝋を除いて文榛を白

く抜く斑織もあ b 、叉裁文といふ裂地の文様ある

所のみをと切抜いて貼布ナる技術や、摺といって型

木に染料をつけて印刷し、家は型木を作って裂地

を貼布し 、上より月草の花、萩の花 、榛の皮 、燕

子花の花、忍ぶ草等で、磨燦して文僚を印する古代

停来の方法もあり 、その他描番文様、刺繍なども

あった。刺繍は撚糸のみが多い。

その意匠は衣服の形式と共に唐文化の盲従であ

ったといへる。衣月民文僚も多くは同一文様が同距

離陀同ブむに反復されたものが多く 、文様の題材は

植物を卒間的yc 便化した文僚が多く、叉意味主主き

直曲線、園 、;惰国帽額、案、亀甲、蔓1 ' J : ども周ひ

られ、同色の濃淡を作りて重ねる金問の方法は奈

良朝意匠の慣用であった。

以上は貴族の衣服であったが、彼等は唐文化陀

陶酔し 、その華麗主主意匠をそのま L 用ふるものも

多く、との黙で日本級飾は蔚に盲従した観があっ

た。

然るに民間!陀於ては衣服の形式は全然上代の衣

に袴や裳で左権に合し、地質も麻であり 、又正倉

院御物中には 、今のメリヤスのシャ ツの如き、カ

11，6  

プリシャツむ桁短ぎもの、今の和服に似て上下一

枚の袖口潤い衣さ へあるととを見ても 、民衆は唐

文化の感化君主く 、保守的陀上代服と同ーのもの正

芳して居り 、また髪筆震え主どいって 、木の枝を頭

陀さし 、蔓草を鉢巻忙して飾としてゐたととが寓

葉集陀見えてゐるととろを考へでも、飛鳥奈良朝

の上流祉舎と 一般民衆とは文化の隔りが容簸も雷

主主らまる相違がるり、生活程度にも格別の懸隔が

あったととが分るのである。

そり服飾生活が叙上の如くであったから、況し

てその住居に至つては叉同様の傾向が看-取されざ

るを得ない。

ーに和藤原宮も相営立涯なものであったと想像さ

れるが、奈良の都は唐その他の函との酎前上、半

永久の構作をせられたのであるから、輪突の美も

あったととは想像陀難く友い。育によし奈良の都

ばさく花の匂ふが如く今盛り友りの歌は如何にそ

の都市の美を蓋してゐたか Y 分る。上はー僚から

九僚に至る大都市の北部に宮城があり、宮城の大

極般の構造も平安朝のものと尖差のえにい碧瓦、う1ミ

任、碍敷の唐式建造物であったととも推測され得

るが、その大極殿の朝集堂が現在奈良唐招提寺講

堂で喜うるとじた友らぼ、大極殿の宏A士もさとそと

恵、ひやられるのである。

しかし内裏即ち天皇の会はしまナ御殿は恐らく

太極殿式の構造では友く 、住宅建築としては御便

宜の宜しいやうに出来上ってゐたでるらうが、今

日は文献不備で判明し君主い。貴族の住宅に至つで

も現今残存するものたく 、僅か陀橘夫人の伎宅を

法隆寺に寄進せられ、体法堂と名づけられて法隆

寺の東院夢殿D 北にあるととは誠に心強い限り

で 、とれ陀よって首時の住宅様式が窺知せられる

のである。との堂は建築研究家の悉知せられる如

く7 問 4 商車暦切妻浩の;本瓦葺で、、内部は中央 5

問 2 商在内陣にし、天井は全部化粧屋棋裏で、闘

佐が並列し 、南は貨守で勾欄完工く、府は一段高く

その聞に l余裕子ではなく壁と蓮子や妻戸を有して

ゐる。内部は板敷で府と母屋を直別し、二重主f梁

を架し 、上陀基股を置いて組み上げられてゐるの

で 、その木制は細く金手法が軽快君主るととも前身

が住宅であったととを首肯される。営時の住宅建

造物としてはとれ以外には君主いが、最近閥野克氏



奈 良 朝 住 宅 〈 関 野 氏 復 原 〉

奈 良 靭 女 官 参 内 ( 服 裟 〉

奈良朝上流婦人服装 御箱( 奈良正倉院議〉
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により復原された紫香業の藤原豊成む別邸は 、住

宅建築む儀式を更に明確なものとした屈強の史料

でるって 、奈良朝住宅建築史に一光明を爽へたも

のであった。その内容は同氏著の日本住宅IJ、史陀

見えてをるが、その雛型も作られてゐる。それに

従へは、家は 5 間 3 商で前後中央陀府が突出 し、 板

葺床は板致、周園十て賀子が繰らされ、桂は径 1 尺

2 寸の固佐で 3 尺程土中陀埋められて古代の掘立

桂とし 、n1iのl次放の佐は角佳で、あるととも注意を

要ナる。( 平安朝にはとの形式るり〉棟には棟覆

を妻に破風を設け 、周園は板壁、戸は正面に雨聞

の扉とえ主り 、正面に 3 問 、背後陀 1 聞を占め 、窓

は背後に蓮子と友り 、軽快なととは前述傍法堂よ

りも史に進歩したものでもあるが、形式として掘立

柱 、板敷 、板葺 、妻戸 、板壁が古き停統から我圏

に於て査委達し来りたる構造怠るに反し 、蓮子主主ど

唐風を加味したととは 、和唐混和を意味してゐる

もので、営時屋根は住宅には切妻 、板葺多くその

勢作に堪へるものは瓦茸とし 、丹塗とされたとと

は聖武天皇神亀元年の需にあり 、板敷とし丸桂を

グラス食器( 奈良1 f 倉院簸〉

衣架( 奈良正倉院液)
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用ひ 、戸は妻戸、 壁には土板あり しととは疑を納

れすτ 、藤原イ中麻呂邸は東西陀様、南門も J懐門造で

あった。以上は貴族邸でるるが、そのやの調度な

どは 、現陀正倉院の中陀御保存あらせらる L 御室建

物によりて想像が出来、生活む豪華も判明するの

である。

先づ昇降具では扉風がある。とれは正倉院にも

蔵せられてゐるが 、最初はう! ミ烏元年新羅から轍入

されたもので、正倉院のは唐風であり、六曲でー

扇々々が離れ枠の内側の上下の孔陀革紐組紐を通

して連結されてをり 、枠の四隅 陀固い木が打たれ

て摩擦を防がれてゐる。惟IP ' 長や燦もるった。坐兵

陀必煽といふのが床九式のもので、足に反あると

直友のとがるり 、胡床といふのは葬れを 肱掛のあ

るので、葬れのみもるった。床といふのは長椅子

で、、床に棲を打つ、章容は蒲圏で、較には裂製で、 tむ

を入れ、植をもたせ掛るものと挟拭即ち脇息とが

あり 、箱形の木枕もある。昼には菅た i み皮昼綾

轟がるる。家什具には厨子といふ扉付の箱a ，り 、

棚a，り 、雑物は唐慨に入れ、箱陀は木箱や葛で編

んだ箱 、網代箱あり、木箱は漆に螺錨水1詰髄甲を

搬入したものや彩色のもの、組木細工のもの、形

も四角 、六角 、八角さまざまあって 、その蓋付も

るる。衣桁も紫慣製であり 、火鉢は火舎といって

大理石や金銅製で丸形、足は獅子になってゐる。

薫協といふのは園い銀透彫の香婦で、上から釣 D 、

中の慣が常に安定するやI うできてゐる。貴族は常

に香を焚いて之を換をつム豊能んだのである。

彼等の食事は五穀の中 、玄米を常食としJ 之を蒸

能即ち甑で蒸して強飯として朝夕 2 回食ナるので

餅は紳悌に供へ、副食物に野菜 、魚類、鳥類獣類

もあったが、屡殺生禁断の令があったため 、生物

は飴り食は主主い。就中牛馬ifeは一切食し主主かった

ととは、牛馬は耕作を助くる恩敗、難は天照夫紳

に仕へしといふ廉で殺さなかった。調l床十ては醤、

盟、酢、甘味は甘重から取り 、食掃は土器が主で

上流には銅銀器、磁2号、木器、破璃器があった。

盤は最も浅く 、年、 碗鉢はやム深く 、 瓶査ｾ主主ど

は史に深く 、酒を入れるものもあり 、正倉院陀は

鍋もある。常時の御馳走は織の粉陀盤を合せ、蟹

を漬けたもので、替差食は鰻と茅の花であった。

キ ー キ

酒は白酒黒酒友どあり 、吉備酒も飲まれた。



以上は費牒の生活であるが 、民衆は全く低級友

マ ケ ' "

生活を営んだ。 rtll 蹴即ち査んだ小屋の土. 聞に藁や

拡を穀き 、食掃に槻葉を J区手といって飯の事: とし

貧民。は肩衣( 手主主し〉を務て間協議に股を取る有

株であった。

即ち生活相は貴族と庶民との問陀雲泥の相違が

認められた。

4  

とれら貴旅の日常の生活は誠陀繁しいものであ

った。家にありでは感橿れば折にふれて和敏長歌

旋頭散を作って諾ふが、時I' C 歌による滑稽に笑ふ

ととあり 、音楽は彼等の最も好むととろで、プミ殺の

ク ゴ

大和琴の外七絃の支那琴、既成、笠楼〈立琴〉新

羅琴( 十二粒〉尺八、琵琶、筆、渡鼓、鉦などの

唐韓偉来の繁ｻ￭ｾを 奏 し 、 推古朝の ｉｊ 、懇回舞 、 持続

朝 の 折 節 舞 天 武天皇御時に成りし五節舞などの

日本舞踊や佼繋舞撃たも行はれた。依事誌は宵桝ちk摩

之が推古朝に敬へしもので、舞殺は百桝高麗新羅

唐林邑天竺の侍来もあった。

四季の折々につれ自宅で梅花の宴、述、紅葉、

タ 必

零見の宴を催し 、時に双六、弾薬、投査、恭主主どに

夜の貞 くるを忘れた。双六は本7 ] J . . 六で、盤上に於て

釆を二つ縛がせ己の駒を准ませ、敵の陣地陀早く

入りしを 勝 とナる

もの 、弾恭は石を

弾きて他の石を落

ナ遊、投査は矢を

査へ投込む遊であ

る皆何れも唐より

の体系でるった。

とれらは室内む

遊戯であるが、野

外の遊戯としては

四時風光の美を賞

ナ るためのそどろ

歩き 、な どもある

が、春日野友どは

就中彼等の心を陵

所でるった。花に

つけ月陀つけ零κ

つけても 、彼等は

ぇ:

打毛主 と毛主杖

れ

1

4

R

、
，

，

 

当

ｾ＠

b  

碁皇室 ( 奈良正倉院議〉

心をときめかすの

であった。年中行

事として彼等は麗

外出した。かの正

月上子日には丘に

登り四方を眺観す

れば陰拐の静気を

得て憂を除くとい

ふ支那の迷信によ

りて丘陀王者り 、叉

年の始めに若菜を摘むといふ遊びもあった。 3 月

3 日には曲7]( と稽 して上流より盃を流し、手元へ

つく迄陀詩歎を 作 る避を主主 し、 5 月 5 日は繋磯と

栴して菖蒲文を採り 、多量を守ふ遊あり、 7 月 7

日は竹竿に五色の糸 を吊し 、爪果を陳ねて牽牛織

女の二見に手向け詩歌を 作る。 9 月 9 日は菊酒を

酌むなどの娯楽あり、野外の遊戯には打越とて醤

杖といふ杖で留を打ち 、敵よりも早 く替を球門に

入れし在 sjj とナる遊Id非常に盛ん守、正月の挫で

あった。紳抱 4 年正月諸王子諸庄が春 日野で打替

をえにし、宮中侍庄がえ主かったので 天皇逆鱗遊ば

されしととさへあった。男児には弾弓の技あり、

政垣とて男女野山に出で L 款を 諸ひ踊る風習は金

踊に似たもので、との聞に男女互に婚を語り、績

を定めるととすらあって 、彼等の最も 楽しみとナ

るととでるった。

§  

以上で大髄飛鳥奈良朝の生活相を設き了った。

之を要ナる κ 、此の期聞の風俗は貴族と庶民の二

階級に分れ、南者・の享受する文化、南者の生活相

はその懸隔雲泥の相違があり 、前者は主と して唐

3 貰へ鎌〈 一一
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法 隆 寺 修 理 の

雫 皐

F ミ
際

法隆寺に於ける園資保存法による修理未了の園

賢建造物を悉く修理する計霊が貰現して、昭和 9

年 4 月から着工されたととは周知の如くである

が 、以来約 9 箇年を経過し 、程友く東院伽藍の金

建築を竣成せんとしてをり 、回院の方では食主、

細酸 、東大門、 大講堂 、西国堂、地蔵堂の修理を

了り、目下五重塔は偲設工事を柊って解髄陀着手

した所、宗源寺四脚門は解櫨を絡り、間もなく愛

聾院の工事陀若手の運びに言うる。( 王見に行ひつ L

ある修理は、建物を一旦悉く解腫し、充分調査の

上、腐朽材や破損材を新材に取替へ、奮形式に従

ってとれを組立てるのである。〉 偽金堂の修理 i乞

関聯し、それと不可分の蹄f系陀ある壁茜の保存iて

闘しでも、その聖母策が研賀され、その一部として

壁識の摸馬が行はれてゐるととも周知の濁りであ

る。今回編輯子から其の工事の質際に就いて書け

と云ふととであったが、直接仕事に携って来た者

として、少し工事の内商陀割入って、今回の修理!

の性格を歴史的に反省し、その意義を明らかにし

てゐきたいと思ふ。

事は法隆寺のもの陀限ら君主いが、修理陀直面し

て認識を新にしたととは、唯今のとの修理が、此

等の建物に取って極めて重大友立場陀まうると云ふ

ととでるる。此事は修理をE互に元通りに再び造る

ものと軍純K 考へてゐる人に取つては、いくら重

大陀云つでも言過空にはなら主主いと思ふ。との事

を理解してもらうためには、修理前陀於ける建物

の貫情、即ちその過去十て於て如何主主る取扱ひを受

けて来たかを充分説明する必要があり、それが了

得出来れば、今日の修理の檎ふ立場も自ら明らか

に友って来るのである。

木造建造物はそむ性質上、修理を受けるととが

不可避でるるが、特佐法隆寺のもの L 如きょと較的

時代む古い建物では、一再ならす京大小の修理が繰
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浅
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返されてゐる語である。それは誰しも容易に想像

がつく所乍ら 、中 には想像が過ぎて 、法隆寺の金

堂などでは修理に修理が加へられて 、首初のま L

の材料を残してゐるのは桂の数本に過をなからう

と云ふ如き読も飛出してゐるので、矢張沈献して

ゐてはいけ主主いと思ふととである。建物により事

情を異にしてゐて、一概陀言はれないととではる

るが、主主次の修理を受け、殆ど外貌をー鐙してゐ

る如きものでも、軸部や斗扶迄解植されてゐる様

念場合は極めて稀である。法隆寺で昭和 9 年以来

修理して来たもの L 内、車la部迄解盟されてゐると

見られたものは夢殿、東大門及び束院四脚門のみ

で、屋根の一部、蘇廻り等を除いては殆ど元のま

与のものも鎌倉時代以後む建物陀は相営あり ( 酉

闘堂、地醸堂、東院合利殿緒殿、同南門、北主院

表門、宗源寺四脚門) 其他は軸部軒廻りの一部迄

元のま L で、主として屋根及び造作が改造されて

ゐた。然らばとの中古に於ける修理は如何主主る性

格を持つものであるか、それが共の問題でるる。

今日む修理は云ふまでもなく、歴史乃至美術の

立場からの保存を目指ナもので、極めて反省、的な

ものであるが、過去に於ける修理! は勿論そうした

反省的友ものではたく、大‘ 盟次の犠友目的を持つ

場合が考へられる。

1. 腐朽叉は破領した部分を取替へる。特に雨

漏を生じた所、直接地面陀接ナる所や、遁風が悪

い所等に起り易いととは今も襲りはたいが、松材

の組悪君主ものを使用されてゐた如き場合には、大

改造を要し( 東院廻廊〕古材の一部を採用の土建

替への必要を生やる様なとともある。( 東院四脚

門)

2. 風蝕による減りや磨損等の甚だしい場合。

軒先、破風、縁廻り、戸口窓、廻り 、床等。此等は

必やしも絶韓使用に堪へぬに至るを待たす京取替へ



られるととがある。叉前項のものと異なり、一部

分のみを取替へたのでは納りがつき難いから、取

替へると友ると 、或る部分全線K 取替へられると

と与 え主る。

3. 敵脆轡形等の甚だしい場合。此等は小屋や

床組等の構造の不完全な場合等に生ヂる。鎌倉時

代以前の小屋の硬されたものは極めて稀である。

とれも改造する際には一連のものを悉く新にヂる

のが普通である。又離脆垂下等を防ぐために補強

材を挿入する場合がある。( 金堂、五重塔の支桂

補強貫等)

4. 使用上の目的乃至は装飾のため模横ー答へを

受ける場合。( 大講堂は元八開堂でちったが、漸

次九間堂に事事化した。〉

以上により修理註受易い場所は大凡見常が取れ

たT あらうが、前記の如く屋根、軒先、造作等の

みの型軽更される場合の多いのも額かれやう つ( 金堂

やま答の下居士賞作むよく保存されてゐるのは、材の

頑丈で良質であったととの他、裳階陀より保護さ

れて来たからでるる。) 此庭陀一つの例外は夢殿

の場合である o 永寓の大修理後聞も友い寛喜の修

理 K 際し 、軸部の一部を除き悉くとれを解腫し、

再用した肘木もとれを切縮め、斗ともその曲線を

改め 、主章作及び軒廻以上全部とれを新造してゐ

るが、( 但し大慣は奮形式陀倣ふ) とれらはむしろ

官時の信仰に基因ナるもので、後記の如く、営時

法隆寺では修理改造後聞も主主い筈の翠寝院、合利

殿絡殿等を新造してゐるが、とれらは何れも堂時

の信仰む焦鮎となった建物で、夢殿も程度の差と

そあれ、同一範鴫陀入れて考ふべきものであらう

と思ふ。との例外を除けば、過去の修理の方式は

大閣に於て前記の如くであるが、と与に注意すべ

きはー且修理の必要を認めて取外した部分は最早

再び奮材を使用し、元遁りの方式で修理ナるとと

なく、改造時の方式によってとれを新にするとと

で、ある。賞際問題として、風蝕蟹形等の甚だしい

材を術も慶形の残った建物陀取付けるととは不可

能友ととで、営時としてそうしたととはむしろ営

然と云へるが、との事は現存古建築が既に原形を

損してゐるととで¥重大な事柄でるる。尤も此等

の後禍もーつの歴史的事貨であって 、其の限りに

於て後補の方式そのものに腰史的意義を見出ナと

とは出来るが、そのととは原形の持つ歴史的乃至

事術的慣値の犠牲に於て蛮生するととであるとと

た見失っては君主ら友い。

保存上最も理想的主主ものは原形を少しも損せヂ

そのま L 停へられてゐる場合であるが、それは中

待寺金色堂の如く 、早くから覆堂の如きで保護さ

れたゃうえE特殊の場合を除いては望み得友いとと

である。次にはたとへ風蝕及び一部破損甚だ しく

とも、後世修理の加へられてゐ友い場合、叉は後

世襲更を受けてゐても 、箪にあるものを附加して

ゐるむみで、それを除けぽ原形を復し得る場合、

( 法隆寺金堂五重塔の裳階む如き〉が望ま しいが

平安以前のものに於ては 、多かれ少かれ後補Bとま

ねがれてゐる場合はないとと前記の通りである。

第三十亡既に原形を失はれてゐても 、倫原形の痕跡

を留むる場合がるる。とれは箇々のもの L みでは

多くの意義を件、は友くとも 、それらを綜合的に研

究する時は、原形の復原が可能友場合が琵生ナる

のである。( 第 1 因説明ゑ明、〉痕跡もそれが一方

的君主場合には j決定的主主結論を得難いとともあるけ

れど 、幸にして失はれた奮材の一部が、 IJ 、屋とか

床下等の見開票れに車専用されてゐて 、それが結論を

決定的にナるととがある 。( 第 2 園参照) 今日迄

の修理が多くは根本的君主解憧修理では君主く 、一面

原形の一部を惜し寄託も主主く破壊 しておき乍ら、奮

材を見隠れ陀車専用したりしてＮＨ故意ｲｌＮｾをしたもの

で友いから、今一息と云ふ所で遺憾なととも少く

は友いが〕案外素直陀されてゐるので、それらを

周到に吟味し 、綜合ナる時は、一見全く無に等し

い綾な所から、全面的の復原が可能念場合ナら生

歩るのでるる。勿論とれは言はど偶然に頼るので

重うるから 、必ヂしもいつの場合にも完全主主復原が

可能で、ないととは言ふまでもないが、それで、も或

程度の復原の可能友ととあり、少くとも象術的に

見て貴重で、るる。古建築の今日の妖態は例へば{ 噴

きかけた素封家の僚なもので、とれを不用意に砕

いてしまへば一切の可能性は l次飛んで、額面遁り

しか麗ら友いとと主主主るが、用心深〈検討ナれぽ

見え主主い可能性が浮び上って糸ーるのでるる。然 も

ー且手を入れてしまへば、共の機舎には最早奮痕

跡、も E星放る痕跡に止って、それが再v: 具由化する

可能性が失はれるのであるから 、との意味に於て
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今日の修理は多かれ少かれその建物陀取って庭、史

的縛俊を奥へるもので遣うるととを知らねばならな

い。従って今日の修理工事に従事する者は 、爾後

の場合と呉左足って 、特にその責任が重大で、ある。

我々が組先より受けた文化財を重視するならば、

今日の修理を如何十亡郷軍に扱っても過をるととは

無い。

今日の修理の重大な所以は皐l乞上記の如き一つ

の厚生的機舎をなナととのみに止らない。原形を

よく傍へたものであれば尚更、とれを解瞳して徹

底的に修理ナる如きは初めてのととであらうし 、

そして今後共絵りるりたくない事柄である。既に

今日解髄修理を要ナるのは一商. <f - 素の手入れが不

充分で、るったためで、今後は可及的に避けたいと

とでるるが、とれを徹底的に修理するからには 、

建物の真相を充分に確めた上でし友いと消極的に

見て失ふ面が決して少く、ないととを銘記しなけれ

ばならない。今日の如き解髄修理を危険視ナる人

もあるが、往古の修理の如く 、解髄した部分のみ

を任意に作って行くのであれば、部分的修理も可

能でるるが、そうで君主いとすれば、それでは兵相

がつかめヂ 、却って原形をうたふとと主主主る場合が

多いのでるる。尤も折角の解盟修理も不用意にな

されたので8うれば、一部を失っても一部を残され

るのに劣るとと主主主るは勿論で、それだけ今日の

修理は責任が重いのでるる。今一つ( とれは杷憂

陀渇き・1':J_ ければ幸であるが〕木材入手の賠よりナ

るも 、今 日の修理は重大な立場を持つので友いか

と思ふ。既に今日奮材に見る如きE 材や良材は入

手に閤維と友つてゐるが、今後特に図質建造物の

修理用として山林の保存が保詮されなかったなら

ば、恐らく加速度的に温材の入手は困難となり 、

修理の様相も ー費ナるとと主主主るのでないかと思

はれるのでるる。

一般論が絵りに長引いたが、法隆寺に於ける修

理の歴史を辿ってみると随分と曲折がある。古く

記録陀とどめられてゐる所では貞観年開 ( 1519) に

於ける束院の修理がるる。時の功努者道詮律師の

{ 象が創立の琵願者行信伶者r¥の{ 象と共に夢殿に安置

されてゐるのを見ても 、その規模の軽少でなかっ

たととを示すが( 三代貫録に 、貞観元年に道詮が

東院堂舎修理主宰の料として水 田 7 町 4 段の施入を

111 1  2  

請ひ 、許されてゐる記事がある。〉 今回修理の際

の稜掘調査陀よれば、東陽創立営初の南大門、中

門 、廻腕、七丈屋等は掘立桂であり 、又とれらは

東院費財l恨に槍皮葺とるり 、営時相営1':J_ 惨献を呈

してをり 、殆ど再建の要陀迫られたものと想像さ

れるのである。

延長年間 ( 1583) の撰失による大講堂等の再建

も大事業でるったが、_gl] 営記等の記ナ所陀よれば

卒安末から特陀鎌倉時代に於て大規模危造替が績

々と行はれてゐる。即ち屋根替程度の形式に影響.

少いと見られるものを除いて、

保安初年頃 ( 1780) 顛倒 してゐた東主大坊新浩

南端を聖霊院と し太子生市Eる

久安二年 ( 1806ノ 大講堂大修理

束院廻廊修理( 顛倒せる北商廻廊新造)

保元三年 ( 1818)  五重塔修理

慮保三年 ( 1823)  東! 姥鐘様新造

長寛二年 ( 1824)  東院総殿改造

永高元年 ( 1825)  夢殿修理

承安二年 ( 1832)  東院櫨堂に低を附ナ

建久四年 ( 1853)  夢駁天井新設

承久元年 ( 1879) 0東院会利殿絡殿新進

寛喜二年 ( 1890)  夢駁大修理O 東院鵡堂新進

嘉it点二年 ( 1896) 0東院廻廊新造

建長元年 ( 1905)  西国堂新造

文永五年 ( 1928 ) 0西室三経院新浩

弘安七年 ( 1944) 0聖霊院新進

文保二年 (  1978)  上堂造営始

と L 陀注意を要ナるのは 、焼失等の結果止むを

得ヂ再建されるのでなく 、奮堂を按ってとれを新

浩したもの L 多いととである。 ( 0印のもの〉とれ

も一種の修理の延長と見るととが可能で、、破損程

度の甚だしかったものや、常時の信仰上新に重要

視されてきたものは寺勢の盛大にまかせ、とれ

を新時代の要求ｉＧｃｾじて新造してゐるのである。

( 融堂は床附の庚い堂に費り 、舎利殿繍殿は前の

廻廊を除き、前面陀ー聞の躍堂を附加した。) 偶

大講堂五重塔、ｾ殿の如きが新遣をまぬがれたの

は、建物が大きく 、堅牢であったととと 、特κ そ

の停統を傘んでとれを重んじたとと tても基悶する

のでるらう。

次に閏立つのは臆永 ( 2054) から盤十年にわた



る屋根を主とナる修造の流行である。法隆寺の屋

根瓦の大部分はとの際改められて古いものを飴り

停へてゐない。瓦箆蓄を多量陀残した瓦大工吉重

はとの時代の代表人物でるる。倫東西雨院の南大

門はとの期の新進fとえ主るものでるる。

然し法隆寺全般を短期間陀大修理した最も大規

模君主工事は秀頓により慶長五年 ( 2260) より数年

に及んで、行はれたものである。今日の調査rc; 基い

て舗網してみると 、その工事・は又一貫した性格を

持つもので、各建物を略一律な方針の下に修理し

てゐるととが知られる。用材は松材を多く混じ、

J槍材も材質組悪で、、仕事も材料に相癒してゐり、

素木造の床張式宮殿風主主建物には後り手を蝿れすで

軸部には盛に買を遁してとれを固め、軒狸、屋根

及び遺作の改造を主としてゐる。法隆寺の安飾や

屋根でとの際の改造を受けてゐないものはよかく、

素木造の丁等主主遺作を除いてはとの際の改造をま

ぬがれたものは少い。此の修理は荒厳した寺の惨

欣を救ふには役立ったであらうが、一面今日から

見て惜しみても除りるる 1段々 の大規模主主破壊告とし

てゐるのである。

次に最近の全般に及ぶ大修理は元職の修理で重う

る。( 元帥九年2356より十一年頃迄〉との際には

寺費を江戸に出開帳して浮財を募った程で、慶 長

修理の際の如く財政は豊かで、主主かった。五重塔は

桂松院の寄進で出来、初年の西院伽監を主とナる

修理は順調陀進んだ微だが、東院の方陀及んだ頃

は段k 工費にも窮して来た如くである。との際の

諸記録は比較的よく残ってゐるので、その真相も

知り易いが 、屋根替の他は構造主髄に深く及ぼ歩 、

部分的程修理が多く 、石工事や築地塀の改築等を

相官大規模陀行ってゐる。大講堂の西一間庇を本

屋に取込み 、f場檀を新造した虫nきは 、その内守も

大規模君主もので、金堂 、塔等に仔lj の彫刻告と加へ、

金鍍の飾金具を打ったりしたのもとの l療 で あ る

が 、慶長修理の際と異主主り 、奮形式を大臆に破壊

ナる様主主ととはしてゐない。

次いで今回の修理は買に未曾有の大修理となる

が 、その性格は上記の何れとも異放ったものでる

るととは最早説明を要しないであらう。世? と L で

歴史的に見て奇縁と云ふべきは 、今回の修理に常

り、苦心惨槍たる研究の結果、主として鹿長の修

理 ｲ｣ｾ 皮壊されたものを一部取戻して復原修理を主主

しつ L あるととでるる。然し研究の成果はそれの

みに止ら歩、鎌倉時代改修前の夢殿、師陀失はれ

た束院櫨堂 、担廊、合利殿檎殿の前身建物( 第 8

回参照〕陸失前の大講堂 、体法堂の前身( 第 1 闘

参照〉等陀閥しでも 、桂等陀残る痕跡や碍用古材

の調査 、或は地下登掘等によって或程度の研究 が

成立してゐる。術更に今一つ遡つては東院伽鑑創

立以前に於ける同地の遺跡が地下の二重琵掘( 蛮

掘された東院伽監遺跡と重って更にその下から護

掘された。第 4 園) によって明るみ陀出されるに

至った。とれば恐らく東院伽箪草創以前に存在し

た聖徳太子の斑j鳴宮跡と見られるが、査菱銀された

のはその地表の一部と掘立桂生込みの穴と見られ

るもので、とれによって或程度その平面と規越を

鋭ふととが出実るのでるる。

此等の事項は順次工事報告として裂表されると

とにえまってゐるが、更に績ぐ五重搭以下の工事陀

於ても種々な成果が期待される次第で、此等建築

史的乃至文化史的に貴重主主資料は今回の大修理の

副産物として入念に記録され、後世に停へらるべ

きものでるる。そしてと与に特に注意したいとと

は、とうした資料は今後無量蔵陀出るものでは友

くて、今回が最初の最後でるると云ふととであ

る。術平安以前の建物はとれで殆ど修理し霊まされ

る課であるから 、との方面の率術的研究は今とそ

高潮鈷にあるべきで、昭和の御代の名にかけて 、

遺憾友からしめないならば 、後世十て顔向け出来な

いととで、重うる。

以上極めて不完全乍ら 、今回の法隆寺修理の貰

際を語って、その性格を歴史的に反省し 、その立

場の特に重大な所以を明らかにせんと試みた次第

である o ( . 筆者は法隆寺園貧保存ニピ事々 務所技師〉

附 園 説 明

第 1 闘停法堂内部柱腰下に存する諸痕跡

此柱の腰下には多数の栓の埋残されたものや釘

穴や幽かな凹凸がある。術仕口穴や欠込み等もあ

るがとれらは後世柄加されたものである。始めと

の栓や主J 穴陀就いては何も判ら歩 、謎の存在に温

をなかったが、各方南. から綜合的陀吟味 して来る

と、と与に前身建物と創建時の傍法堂の痕跡が重
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第 2 園傍法堂鷲見の奮戸口部材断片

鷲見された奮戸口( 前身建物より踏襲されたも

の) に闘する部材の全部である。此等の内には現

に多少、縮少して同用途に使局されてゐたものもあ

るが、 ( 方立) 多くは床下や小屋裏に時用されて

ゐたものを眼なく探して集めたもの、でるる。中に

はあちとちから別々 K 現れた材がピグリと綴り合

はされて、辛じて全長が完成したものもある。(

右より三列目、地提〉右三列は地襲、ヨたは方立の

外にそれと直角に置かれる材で方立の仕口があ

る。衣二つは楯、左二つは方立。何れにしても、

とれと桂に残る痕跡と合はせて完全に奮戸口を復

原するととが出来る。

つてゐるととが判れ栓は床板下を留めるもの、

四角に白触で囲んだ所に傍法堂創建時の床板受取

付の型あり、部] 身建物@時には此桂は衰の桂で、

上方の白棋はその際のj民長押及び床上端に営り、

長押下留栓や長押留釘穴、さでは長押取付のため

に生じた風蝕型や床板上の摺減り主主認めるととが

出来るに至った。とれに関聯する床板受、腰長押

床板断片等は別に殻見されてゐる。以上の直別が

つくととにより、他の費料と合はせて、倉l J 建時の

傍法堂と同時にその前身建物の存在とその性質が

不動のものと怠って来たのである。

第
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第 3 園 東 院 舎 利 殿 檎 殿 蛮 見

前建物の破風wr 片

東院合利殿給殿t亡は前身建身

陀属ナる各種の材が潜在してゐ

た。即ち 、背面に桂及び大斗が

各二箇再用され、大虹梁四丁が

小屋梁に使用され、共他桁等の

断片や、桂多量が床下や小屋に

車専用されてゐたので、此等より

或程度その饗濯や奮形を知ると

とが出来たが、と L に破風の断
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片迄見出せたととは嬉しい牧穫であった。屋根の

野地を作ってゐた木舞の内陀、その風蝕により破

風の切端と見られるものがあったので、それらを

丹念に拾' J . . 集め、木理等を辿って集めて見た所、

聞に見られる検定E破風の一部が出来上ったのであ

る。長さから云つでも梁間二丈の前身建物に合

ふ。平安時代以前の依風としては恩鳳堂の槌破風

が現存する位でるるが 、とれは承久再建の折取外

されたものでるるととがハツキリしてゐるので 、

その貼よりのみしても珍重友ものである。巾狭く

上方は反り少く桁から外で、急; に反るが、とれは遺

憾乍ら木負から先の部分を敵失してゐる。裏面先

下にある仕口( 闘で右の方手前) l' t 不負の仕口で 、

破風下端を漏れんばかりの所にある。

以以. . LW.(.! 1  L_ _ _ _ j  

o  I  ｾ＠ 3  ""t 

第四園東院総殿l ' i 1 ' C 於ける俊樹の脳解

第 4 園 東院緒殿下に於ける稜掘の闘解

最も筏(維に遺跡の重った緒殿地下陀於ける護掘

紙態を闘解したものである。鎌倉再建の現在石の

下に詰石があるが、とれを除くと少し下に史に別

主主詰石がるった。とれは恐らく貞翻再建時の礎石

下詰石である。その時の地表は現地表より約 1 尺

低く、ヲミ平創建の際の地表と積りない様で、表面に

白上月号がある。との地表を辿ると奮葛石等 l乞行営

る。との下の方の詰石の一部が沈下してゐてその

下陀空洞を作ってゐたが、空洞の底を法へるとそ

の下から僅 Ｑ 尺 Ｒ 寸程 の紡 ｾ Ｑ｢Ｑ 夫の木片が現れた。と

れは天卒創建の際の掘立佐々根がそのま L 埋殺し

にされて腐り残ったもので、中には木片が腐って

指頭フむのものになってしまってゐたものもある。

空洞はそむ腐朽によって生じたものである。との

i佳根の周りを地山陀達する迄掘って見ると J 尺立

方程の穴が出来るが、とれが掘立柱を生けるため

に掘った穴である。然るに先の天王子の地表を割る

と7 - 8寸下十ζ 砂利唐まうり、埋土を除くと叉別のB尺

立方大の穴が出来たとの内に柱根は無いが、とれ

は抜取られたのである。天王子の穴金悼ととの穴の

一部陀は焼けた壁土等を多量に含んで、ゐたが、と

む穴の周謹は済浮土で、詰められてを仏前身建物

が焼けた消息と古い穴がそれに先行するととを明

示する。天千の穴の系統ととの穴の系統とは方位

を異にして統一し得られ、それによって桂位置が

見営づけられるので、奮地表の形勢と相待ってそ

の卒商も窺知し得られるのである。先の砂利j告は

屋外の地表で、所々後世.' I J 皮猿されてゐるが、庚い

面積tてわたって平になってゐたととが知られる。
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法 隆 寺 金 堂 壁 蓄 の 調 査

法隆寺の東院の濯で、建物の調査をしてゐた時

に参詣の人から「法隆寺の壁はどとで、ナか」とい

ふ質問を受けたととが数回ある。多分金堂の壁蓄

を意味ナ るのだらうと思って、金堂への道を教へ

てゐたが、たどや参りの善男善女の方でも「法隆

寺には見事主主誌のかかれた壁がるる。大切友壁

だ」とだけは聞かされて来て、現地で「法隆寺の

壁はどとだ」といふるようなととになるのだらう。

それ程法隆寺金堂の壁番は有名でるる。

法隆寺金堂の壁番の債値については、天下周知

のととであるので、今夏連べるまでも友いが、建

物の周壁12面 ( 大 壁 間813R4商 小 壁 開 |設 8面)

に、買に見事友綿と鮮かえE色彩で脅かれた諸係諸

菩藍C 冶姿は、自活陀千年の歳月を経てゐるのであ

るが、今日友 lまその有りがたさを奔ナるととが出

来るのである。信仰の上から 、歴史の上から 、美

術の上から、我圏に於てかけがへのない貴重たも

のマある。

との壁識は金堂の建物ρ 構造の一部でるる壁障

の表面に脅かれてゐる。金堂の壁髄は随分頑丈陀

出来てゐるらしいが、何と言つでも土壁のとと、

土や砂を藁やE 麻などの植物維織でかためて作っ

たもの。先づ壁む心の構造が弛んで、ゐるかも知れ

ない。腐朽した箇所もあらう。その上に塗り付け

た土壁で言うるから、いくらがっちり出来てゐたと

言つでも 、既に千年も経てば相嘗老年期に入って

ゐると言ふべきで、るらう。事責各所亀裂の認めら

れる壁もある。壁そのものが危い。壁替はその壁

の表面に醤かれたもの 、嘗然壁と運命を共にする

ものである。何かのは歩みに壁がぼさっとゆけ

ば、壁訟は全く君主くなる。危いものだ。

御老年の先輩方よりよく聞くととでるるが、

「僕の若い頃見た時にはもっとはっきりしてゐ

た。随分喬がうずく友ってしまった」と言ふとと

111 1 6  

豊 5扇回 吉

はその顔料の剥落が相営あるととを意味する。質

際よく壁書面を調べて見ると、脅かれた顔料の簿

居が既陀壁面より浮き上り 、僅かに一部接着して

ゐるだけで、もしふっと吹きでもすれば、はらは

らと落下ナる j伏態に怠ってゐる部分が相営ある。

一極どれだけ剥落するものか調べてみようと言

ふととに君主り 、壁番fて就いては其他にも随分色々

な調査も行はれ、叉行はれつ L あるが、顔料の剥

落だけに就いての調交の一部の報告書は次の通り

である。

金堂壁聾顔料制落調査報告

1. 各月顔料剥落調書E

金堂壁髄ノ下部、地覆上、壁面直前ニ幅 4 寸

長サ壁綿幅= 王L リ、亜鉛鍍鍛板製ノ受皿ヲ設置

ジノ上= 白紙ヲ敷キ、硝子製文銀ニテ押へ、壁

茜面ヨリノ: 制落物ヲソノ上= 受クルヨウ装置

シ、各月 l 回調査ヲ行ヒ 、剥落シタル顔料ヲ其

ノ大サ、色名等受皿上 ノ 白 紙 エ ツ ノ 落 下 場 所

ヲ記入ノ上試験管= 色別ニ採取、壁土ノ剥落j伏

況 、塵挨兵他ノ; 堆積物ノ j伏 況 等 白 紙 上 = 認 メ

得ラ J レJ レモノ綿テヲ記載シタル後、 白 紙 ヲ 新

品ト取替へ 、1 ヶ 月 間 放 置 ノ 後 又 次 回 ノ 調 査

ヲ行ヒ、カクシテ昭和13年 5 月16 日第 1 回ノ調

査ヲ行ヒテヨリ各月 l 回 ノ 調 査 ヲ 稽 績 シ 来 レ

リ。ソノ結果ハ別紙剥落調査表ニ記録セノレ如

シ 。

コレユ依レパ各月共多少ノ顔料制落アリ、春

秋 g回ノ壁醤開l懐中及ピ春ノ壁議開11長期ヲ絡 リ

ア後 1 ヶ月間( 拳生、生徒、 児童ノ修皐放行期

エシテコレラノ図髄入堂甚ダ多シ) = ャ、顔料

剥落ノ増加スルヲ認 ム。昭和14年 2 月四日、閥

ケ原地方ヲ震源地トス J レ軽震程度ノ; 地震アリシ

モ壁土砂ノ極徴細粉ノ堆積多カリシノミ= シテ



地震ノ篤ノ顔料ノ剥落ヲ認メザリキ。

線ジテ 6 競壁、 9 競壁= 顔料剥落多ク、1 . 2.

4. 11 . 12 競ノ: 各壁ハ剥落傍少ナロ。

2. 原寸大篤真ト現壁掛照顔料制落調査

昭和18年11月15 日各月顔料剥落調査ノ際 6 競

壁受皿上ニ線ノ大衆落アロ、自然落下ナ J レカ人

魚落下ナルカ不明ナ J レモ、各月調査開始以来ノ

大剥落ナル故、昭和10年 8 月撮影ノ壁脅原寸大

寝耳ト封照シア壁面全部ニ豆リ剥落箇所ノ調査

アナシタル所、馬民ト現壁ト相違セノレ所、 ｾｮ チ

昭和10年 8 月ョ P 昭和18年11月15 日迄ノ間= 顔

料ノ剥落セノレ所ヲ数箇所強見セリ。侠テ之ヲ初

メトシ引観キ各壁共原寸大窮民ト封卵、、剥落箇

所ノ調査ヲナシグリ。 X ノ結果ハ別冊顔料剥落

調査圃= 示ス如シ。

線ジテ 8. G. 9挽壁ニ剥落多ク、1 . 2. 4. 10. 11. 1

2;涜ノ各壁= ハ制落少シ。 以上

之は自分が法隆寺園質保存工事々務所在職中橋

賞してやらせて頂いた仕事で、自分としては相官

印象深い仕事であった。

第 1 の調査は毎月 1 回でるったが、第 2 の調査

は11月の中頃よ b 始めて12. 1. 2月と全く冬の寒い

季節陀毎日毎日金堂に入りぴたり、火の気とて勿

論何一つ友いゐ堂の中で、懐中電燈の明りを頼り

に、あの大壁面と向ひあって暮したのでるるか

ら、との原稿を書いてゐる今が 2 月の巌空襲の候で

あるだけに、今更の如く思ひ出されてならえ主い。

調査の結果は報告書記載の遁 b で る る が 、 園

面、闘表が載せられ友いので、兵髄的陀もーっと

言ふ所がわかってもらへ歩、申鐸ないととでるる

が、と陀かくとん主主ととをやってゐた人間もある

と言ふととを知ってもらへば幸ひでるる。

先づ第 1 の調査は壁の最下方に壁幅一ばいの白

紙を横長くひろげたのである。き俸とλ壁の前には大

きた枠を組んで、、巻上接置の白布の蔽帳( カーテ

ン) が下るように装置されてあ b 、春秋 2 回の御

開l阪の時期以外は常に蔽l阪が下されてゐて、直接

外部とは遮断されてゐる。との蔽l阪は壁面よ T 5. 

6 寸前方陀喜うるので、その足元に蔽i慌の内らと壁

面との聞に白紙を横長くひろげたのでるる。剥落

ナる顔料はどとへもゆか歩、皆との白紙C 上へ落

るだらうといふ想定で、簡単な装置ではあるが、

之だけのととをして置いて 、 1 ヶ月一度奇跡阪を少

しるげて、その白紙上にたまった顔料を調べたの

である。

やはり毎月幾らかづム落ちてゐる。赤 ・線 ・賞

褐色等色々遣うる。極く微細粉となってゐるものも

ある。薄厚子を君主し米粒大或はそれ以上の相営大形

のものも遣うる。キさの書けるものはその形を落下

してゐる場所比原寸大で書く。色も何色と記入し

てゐく。記入が済めぽピンセットでその薄片を拾

ふ。最初はピンセットでやってゐたが、どうして

も拾ふ時1' 0 痩ける。反るだけ落下 してゐたそのま

まの大さで採取したいので、後程考へて、声高年筆

を摩擦してエボナイトに磁気を起させてそれに吸

着させるといふ方法でうまく拾ひるげて 、- k 色

別にして試験管に採集する。全くの細粉と主主ると

拾へないので、拾へるものだけは拾ひ、残りは初

等で、掃き集めて塵挨と一所とはなるが、之も別の

試験管に採取ナる。磁中長は下りではゐるが塵挨も

か君主りたまる。壁土の細粒もるる。桂や蔽l限装置

の枠共他に量生った丹土の粉末もある。同じ赤色で

も丹土と壁面の顔料とは違ふ。かく してすっかり

拾ってから白紙を耳元替へ再び蔽l慢を下し、るとは

そっとして置き、 1 ヶ月経ってからまた次C 採取

調査をやるといふわけで、 1 ヶ年糟観して12回の

資料が集まり、それを極めて月別、壁別、色別剥

落一覧表を作 P 、前記報告を書いて、とりるヘヂ

第 1 の調査を杉へたのであるが、大韓 1 ク月にど

の位落るか、落下の多寡とその原因 、即ち金堂入

堂者数と剥落との関係、開l懐時期と開l慌時期との

剥落量の相違気候の餐化の制落への影響、地震の

時の剥落等々、剥落に就て色々なととを知るとと

が出来たのである。

とうやって毎月調査をやってゐる中、昭和18年

11月15 日、 6 擁壁にとても大き主主線の剥落片が見

られた。今迄も各壁共顔料の小破片を白紙む上に

認め、それを拾って来たのであるが、それが壁面

のどの部分のものか といふととは調べてみても到

底わからぬだらう し、また そんなとと考へも しな

かった。 しかしとの夫形の線の来落してゐるのを

見ては捨て置けない。壁面のどとから落ちたもの

が調べ友ければなら友いと 思ひ、 やり出したのが

第 2 の調奈の動機でるった。
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昭和10年 8 月より同年10月白問、壁曹の原寸大

の窮民を影撮 した。原寸大でるる。と の 大 壁 聞

と同じ大さである。とてもそんな大きな乾板は友

い。そとで、全紙判の乾板の大さに合せ、大壁は縦

7行、横6段、計42、小壁は縦 4 行、横 G段、計24

の直割に分割撮影を主主し、夫々稽古「合せて一巻の

者皇子・として壁面同大の潟県印喬を作製したのであ

るが、稽がす ｾｴ 亡各直認 ｪ の部分のまムばらばらにし

て置いたものもるるので、之をもち出して一枚一

枚印苗とその部分の壁面とに相違がるるかどうか

を調べたのである。調べてみて縫いた。

窮民撮影の時には顔料があり、明かに鶏つてゐ

るのに、今その部分の壁面には顔料はなく、陶土

を塗った下地の白い壁表面が露出してゐるのは、

明かに顔料の剥落を物語ってゐる。とうした部分

が各所に認められたのである。

寝耳撮影して以来僅か 3 ヶ年足らヂでとん主主に

も制落してゐるとナれば、明治時代と現在と比較

して、重苦がうナく友ったと言はれるももっともな

失第で、 1 ヶ月ごとに剥落ナる分量は判明して来

たが、との草署員と封照すれば B 年問。制落がわか

るので、徹底して12函の壁瞳全部にE って封切、調

査するととになった。

との調煮は第 1 の調奈悟比較して一段と手聞が

か. 1. 1) 玩右手に懐中電揮を持ち、左手に第ilt 印奮

を持ち、電池の淡い光で雨者を照して比較劃照

艶化のるる所を鷲見ナれば、首から掛けた衝板に

張った壁番の育寝i f t ( 之は焼付印曹を原板にして

陽敏感光紙で焼き付けたもの〉の上花 - k 記入し

てゆく、即ち赤色鉛筆で剥離した部分を塗りつぶ

してゆく。かうして大壁は42、小壁は24の部分を

一つ一つ絡へて、 3 ヶ月程の間に合計12面の壁面

につき調べ鯵へ、赤で記入した育寝耳を集め、各

壁毎にー加に綴り、剥落箇所がー闘でわかるよう

にしたのであるが、結果は或る壁は意外に多く、

或る壁は殆ど剥落してゐない。大盟各月の剥落調

査に剣落顔料の多い壁程制落箇所も多いといふ営

然のととではあるが、そり事責も確め得られたわ

けである。

との調査を始めたのが11月の中旬で、それから

糟観して冬の草案い聞に亘り、 12月、 1 月、 2 月の

殿懇の候、終日金堂の中に立錨 b 、r令い棒型の懐
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中電燈で黙しながら、壁面と印有盤面とをにらみつ

けてゐた。今思ひ出して、我主主がらたんねんによ

くやったと思ふ次第である。

壁識は高さ 10尺Sうる。下部はそのまムで見える

が、上部は足稽き「友しでは届かね。高い踏み蓋を

作り、高さに臆じて色々苦心しながら調夜を積け

た。冬季であったので、参詣の篤の金堂入堂者も

僅かで、、色々煩はされるととも少く、専心調査に

打込むととが出来たが、参詣者が入堂すれば、暗

い所で電池を照してゐるので、大低は必歩「何を

してゐるのでナか」と質問が出る。 - k 答へねば

ならぬ。たまにはよい話相手となって鼠調な調主主

の息ねきが出来るとともあったが、一生懸命印寄

とあり大壁面をにらみ合せてゐる時、一度目を外

すと、今迄どとを調べてゐたかわからなく主主夕、

またもとの所へもどったりして厄介なととであっ

た。

とうやって壁喬の顔料の剥落に就ては自分の分

婚した範囲内では- f f . 撃の調奈を絡へた。まだまだ

外にも壁替に就ては調査研究が行はれてゐる。各

種の貴験も行はれてゐる。質に壁脅は手聞をかけ

させるものである。しかしそれは何れもとの壁衝

の薄命を少しでも長〈させたいといふ、やむにや

まれね祭持からである。切角ととまで保存して来

た我園の誇りを失ふようなととがるつてはたら

ぬ。我々の組先が大切に我々に迄受け糟いで来て

くれたとの日本の誇りを、老年期に主主つてゐるか

ら、薄命だからとて、むざむさ・壊蹴させるような

ととがあってはえにらね。老年期になってゐるから

とそ、官余計に何とか手首を加へて大切に保護せね

ばならね。それが我々の責任である。

最後に明治時代以来、壁喬保存の篤行はれた色

々なととを概括的に記して治かう。

明 治80年古枇寺保存法といふ法律が制定せら

れ、その前後から壁番の保存といふととが女第に

識者に考慮され始めたのであるが、大i正 5 年文部

省、に法隆寺壁讃保存方法調奈委員舎が出来、大正

8 年迄拳界の権威者が専問委員と友り、各種の調

奈研究が行はれ、根本的に壁腫を強化するとと、

壁讃を固定するととの重大な方法が考案され、一

部質施を見たが、全般的には質施されす= に市ちり、

感念的廃置として、壁富観覧の制限、壁窃前に蔽



帳の取付、近寄れぬよう遮欄の設置、壁片の剥落

( 顔料の剥落ではたい〉防止の震の押へ装置等が

とりあヘヂ賢施された。なほ此の時壁髄及び壁番

の現般に閲しての種々主主る方面よりの精密主主調脊

が行はれた。

其後昭和 9 年、文部省内に法隆寺園質保存事業

部が設けられ、現地に法隆寺閣資保存工事々務所

を置き、 10数箇年に豆り工事を穂積施行して伽藍

全世の保存計置を質施されるに至り、壁脅の保存

に就ても、先づ壁誌の原寸大高民の撮影が行は

れ、事| 績き各種基躍的調脊及び賞験が行はれて来

た。前記顔料剥落制夜もとの基礎的剥奈の一部を

主主すものである。

しかし友がら何時迄もかかるととのみ績けてゐ

て満足されるべきではたく、一刻も早く根本的主主

針策を確立して質施ナるの1必要あり、依って昭和

14年 6 月、 事業部内に法隆寺壁番調脊委員舎が設

23貰より一一

嫌磨、主主しに立たされせゐる。現貴は建築家が考へ

るよりも、ヨリ直接的で、、現質的でるるのではる

るまいか。

然し以上の事は 7坪宇む建築家の何等の鼎護に

役立ってはゐない。反って、 7 坪今の建築家が如

何f L aうたふたと慌てながら、而も無意に移ってゐ

るかの説明にナらなるであらう。そして現在建設

されつ. 1. ｾうる Ｗ 坪宇が、園家の現買のｩｦｻの必然性

に基くものかどうか、 大きた疑問のま ι 、次々

と建設む内に持越されてゐる。それ等は「図家の

震に」と云ふ逃口上の裡に無批判t亡、建設を続行

されてはゐないか。績行ナる震には、要求と建設

の仲介者として、首然建築家の聴明なる意志、がな

ければならぬ。現在の日本に意志の無い必然が許

され主主いと同 じ俊に。

我々の出裂は、もっと確貫主主底から行篤せねば

置され、伊東忠太博士を委員長として、各方面白

ｾＡｾ威者を弱音羅、各専問奇 Ｑｉ 門を分持、現代思術の線、

7] を薮して兵艦的の保存方法を確立すべく 、史に

徹底的なる訓夜研究がなされつ ι るる。友ほ多数

の寄伯によって昭和15年 9 月より壁害訴の桜一嘉が行

はれ、厳密友現I1犬闘が作製されつムある。

壁留保存のみではない。周知の如く法隆寺伽藍

未修理閣質建造物の修理工事も着々貫施されてゐ

る。

今一位、園を場げて聖戦に従事、るらゆる力を載

さ許遂行の方に結集 しつ. 1. ｾうる時 、 なほ多額の経費

と努力を費して各績の保存事業が行はれつムあ

る。平時怠れば営然のととながら 、職時であるだ

けに、その意義は甚だ深い。自分はそと κ 我が園

腫の有りがたさをとつくづく感じ 、策えゆく日本の

将来が嬉しく思はれて主主ら君主い。 ( 昭和18. 2. 20)

( 筆者は京都市立第二工業隼校教総〉

ならぬと思ふ。今日の建築家は、凡る建築の建設

を否定するととからも、建築家の図家的使命の可

能主主る場合さへある事を反省して見る必要があら

う。

7 坪学の住宅は、建築家が否定する程、ロマン

チックな劃栴的存在でもあり得友いし、叉建築家

が無批判陀肯定ナる程、問題の皆無主主将来を約束

されてはゐ友い。

将来 7坪宇の住宅は、建築家がとった態度に針

ナる兵組的主主結果を、明確な形に於て提示するで

あらう。その責任は、るくまで建築家のものでた

ければならない。たとへそれが「如何なる僚件の

もとに」と云ふ助力があったにしても… . . . ・H ・.. 

本箆 1 月号虎「時局下の建築を鋳る曾」を讃みJ 亡

く18. 3. 3)  

( 筆者は住宅管問大阪支所建設部菌防務〉
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法 隆 寺 と 桂 離 宮 と

10月の大和路に小春日の陽光がくっきりと影を

落して居る或る日、丁度来阪中の S 敬授と友人 T

と共に法隆寺を訪れる機を得た。

私が初めて法降寺の基構を踏み、その史跡をた

づねたのは感生む頃見率放行として級友ーと連れ立

って、その時代に廃しい感慨と興奮を究へつ L 恰

悼と した旋の一働として私の記憶に浮び上って来

るに遁を友い。

共後幾度か法隆寺の幻影を追っムその機舎を求

めて居た時、計らす= も来眠中の S 教授の慾想、に従

ひ行を共にし日頃の念願を果したのであった。

そしてその法隆寺の見率後字句を出で歩思ひ掛

主主くも京都の桂離宮に小堀遠州の遺跡を? とづね、

その美しさ造形の妙に藍きぬ感激を魔へたのであ

る。

私はとの短い期聞に年来の宿望たる法隆寺と桂

雌宮と訪れ、はからす= も私の感覚と感情とはとれ

等の偉大たる毒事術的劃象の矢つを早や友出現に打

たれて因惑され混沌とえt T 、それの整理に可成の

時間的経過a : 要した。そして私の尺度も正常な位

置に復したと思はれる今それを遇して眼底に残る

映像を紙聞に窮して見たいと思ふ。

×  ×  ×  

各時代の書芸術と云ふものはその時代の祉合経掛

機構成は政治形態の下部構造となって襲術按式を

形成し決定してゐる事は歴史的に観察しでも明ら

かな事責である。それ; の浸潤し? と階居が時代の指

導的地位にある需めその階居の生成する襲術はそ

の時代を代表する嬰術として歴史の一聯の中に果

ナベき任務を蓋して居るのでるる。

その場合事術の方向が普通的金瞳的でるったか

或は個人的主我的のものであったかは勿論その時

代の政治経済組織より必然的に強生した時代の思

潮に原因するものであって吾闘の歴史を絡いても

11120 
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その事買を認識し得ると思ふ。叉吾が創始よりの

建築の歴史的過程を観察しでも直ちに判然する事

責である。即ち日本建築の史的考察に於ても日本

建築として一貫した或る特性が基調となって日本

建築様式と云ふー綾式を普遍的 l乞規定づけてゐる

のでるるが各時代にはその時代々々に感じて特殊

性を具へて居ると思はれる。斯く普遍と特殊との

融合が各時代建築様式を決定して居るのである。

そしてとの普遍が日本的特性であると同時に特殊

も亦日本的でなければなら友い。その日本的特殊

が遠心的外延的であるか求心的内向的であるか叉

全盟主義的でるるか個人主義的で、あるかと云ふと

とは、その時代の思潮により決定されるが、との事

は叉建築の主題的取上げ方a : も必然的に方向付け

るものである。 Ｇｾｰ ち民族世舎の悌数建築武士封建

枇舎の初期、中期に於ける城砦建築、その中期以降

に於ける茶室建築、亦近代資本主義枇含む事務所

建築等の如く歴史的吐舎の必然的所産でるった。

今悌数建築を代表する法隆寺と、数奇屋建築に

属ナる娃離宮とをその枇舎とその思想的背景とに

於て比較考究すれば、その吐合的所震の必然性と

同時に叉日本的普通と特殊が如何怠るものである

かと云ふ事を或る程度解決の端緒a : 奥へ得ると思

ひ叉温去から現在を通じて将来に従属され主主けれ

ば主主ら主主いと云ふ歴史の課題をも果し得るものと

思ふのである。

×  ×  X  

先づ法隆寺に付いて漣べると。嘗時の劃外的関

係を一瞥するに神功皇后以来の三韓との関係は新

羅の新興勢力の撞頭と劃脈的に任那日本府の表徴

と誠亡である。と同時に圏内的陀は氏族聞の劃立

と槽力の守奪に依る分離j伏態に置かれてゐると云

ふ、即ち圏外的には園威の失墜、圏内的には不統

ーと云ふ園家にとてつ'ては非常時的献勢にあったの



である。

然るに図威の挽固と園家的不統ーの排除の儒に

は先づ園家組織を新しい原理κ 依って改費し、氏

族の劃立を止揚して英底から図家統一と安定をは

かりその確立が亦必然的に針外的関係に於ても吾

が閣威を強揚ナる結果となると云ふ事が営時の聖

徳太子の卓越した思想であったと思考される。

高 山岩男氏が「常時の圏内問題は氏族の争ひ氏

族の宰ひがなく主主ると蘇我式の幕債といふやうに

云はば氏族的主主原理が跳梁して園家本位の精紳が

なく主主ったととるにある。だから園家本位の精紳

園家統ーの原理といふものはどうしても氏族性陀

無関係友氏族性を超越したやう友、原理が必要と

なる。悌教は丁度との要求にぴったり合ったのだ。

圏内問題の耐根は氏族的精神の跳梁にきうるのだか

ら租紳崇奔だけではどうしても氏族の封立とか氏

族的精神の践庖とかいふもりを本営に終贈させる

わi けには行かない。図書家本位の精神、園家統一、

ナショナルユニテイは民族性を超越した普通的危

原理を基礎にしなくては駄目だったのだ。聖徳太

子が悌教を盛にされた御精紳にはとの鈷の深いｾ

考・へがあったのでは友レ、かと推察してゐる。」又

「営時の人は何もい ι 加減主主理由で悌教をと入れた

のでは友い日本の園家的統ーの震たのだから臼木

では鎖護園家といふととが深くも浅くも悌数の性

格と友ってゐる。」と云ってゐるが、営時の圏内

事情と封外開係とより吾が圏内の再編成と悌教の

導入とが相閥的必然的に行主主はれた事が首肯出来

るのである。氏族性の原理を止揚して普通的主主原

理としての悌教を世界史的観鈷より採用して圏内

統一的櫨制に向って努力が錦れたのであるが、斯

くの如く悌敬が圏家の諸般勢に封勝して園家の指

導理念として登場して来た以上、悌教の具象的表

現である寺院も亦園家的事業としてその営時の時

代思潮を反映して建立されたと思考したいと思

ム。此等の蓮境の聞に建立された法隆寺は首時の

悌教の真髄を表徴してゐると同時に亦園民組意的

且つ中央集権的なものむ造型的表現が必然的にに

じみ出て居ると考へられる。. t ! pち法隆寺の構想に

於ても構造意匠陀於ても営時としては劃期的主主も

のであり 、然も園家的事業として全ての技術が動

員されたものと想像されるのである。

七堂伽藍の雄海さ荘盟さ陀接して官時の圏民が

驚異の感情を抱き友がら寺院を通じて自' 覧化され

一つの方向に統ーされて行ったのではなからう

か。. t ! pち氏銭的箪位より園家的意識への移行綜合

されて行ったものと考へる。

吾々が営時の寺院を考察する場合に寺院が箪に

併の霊域と云ふだけで左足〈氏族的原理を克服し園

家本位の精神の癌養に依る園家意識の昂揚、闘家

統一のためにその役割を果した事者と考へ合せると

き営時の寺院の規模構造意匠と云ふものの性格が

よりー居明確に把握出来ると思ふb 勿論法隆寺lti

営時の寺院の最たるものである事は論を侠たす、

との法隆寺の造型に接しその偉大友る鹿感を魔へ

るのは営然の事では主主からうか。

×  ×  ×  

日本建築史の中で桂離宮の止むる位置は相首高

く評領され、同時に現代日本建築陀その作用を及

ぼし筒生きて居る事よりしても法隆寺と同じ姐上

κ 於て観察し論守るも亦過去の日本建築の性格を

その時代と共に認識し、 E つ今後の苔園建築の動

向にも大きた示陵を奥へるものと思ふ。

斯くの如き桂離宮は封建吐舎がその安定的吠態

陀這入ったと同時に一方封建制度自砲が諸矛盾を

除々に JI- E 胎し初めた時に小堀達州、! と云ふとの封建

位舎の一人の特楢階級者に依って建築されたと云

ふ事は、桂離宮を考賓の封稽として意義づけるの

である。

官時封建制度は外見上完成し恒久的安定を得? と

かの7状態にるったが穆併として撞頭して来た商人

階綾の潜在的勢力と云ふものは、表面的には糊塗

し得た観があるが、除々に封建枇舎の経情的ヘゲ

モニーを主主握し、次の時代の主役者として約束さ

れつ. l . a， T. 亦一方外園資本主義が吾が園の周囲

に波濃の如くに押寄せて来るのも唯時間的の問題

でるった。

唯武士階級が自己の封建制度に於ける最後の安

迭をむさぼり、且つ祉舎的地位の保持の震に外園

との接離を隔絶し、世界文化の潮流から逸脱して

仕舞ったのでるる。

斯くの如き鎖園の温床の中で育成された文化は

日本的純潔を堅持し得たが世界文化的普通性を献

除し圏内的には各階居自身の文化を制約された範
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園で生産しつつ業廃には園家的陀統一され誘導さ

れた文化の整然たる主軸在護見する事は不可能で、

喜うる。即ち常時ffd: 舎的に支配的位置にるった武士

階級と経倒的主主安定を得て居るが、未だ枇命的構

カを持たす示、其の篤陀武士階級の毘謹の下陀自己

の経桝的安定と確立を除々に築いて行った一部の

商人階綾とは利害関係の循環性に於て且叉生活の

ゆとりに於て一般相通歩るものがあり、武士階級

聞に、個の徹底、個の減却といふ綿の思想の残存

即ち質践的把握ではなくして、思念的把握に修行

し毘む蹄よ b 逸脆して仕舞った。

営時その残津は商人階級の個人主義思想の萌芽

と結びついて彼等の聞に個の行属、感情在基底と

した欝術者三完成したのである。即ちそれは茶室建

築を含む激奇屋建築一般で、るる。そして世界文化

と接濁せ歩して調自に強達したとの建築は世界的

普通性を具有せ歩、それが続々完成されるにつれ

て非世界性を深めて行くととは亦日本個有事術の

特殊的性格でもるり得る。

斯の如き営時の思想的背景を以て建築された桂

離宮も叉その範囲から逃れるととが出来主主い。個

に徹し個を誠ナる輔の思想が此鹿ではそれに踏み

止まってそれ以上の裂展性をも示さえ主い。其底か

ら或る大きなものに奉仕すると云ふ動的主主意途も

主主い。唯個人の感情の静けさが立範めてゐるだけ

である。即ち小堀達州個人の織細主主感情と精微た

技巧のみが強くうかどはれるむでるる。
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どく短期日白間陀接した法隆寺と桂離宮と在私

の尺度をま尾準として透視する時前越の様にそれぞ

れの時代を背景として、それぞれ猫自の性格を持

って警が日本建築史上に燦然たる光でさを放ちつム

喜々に民の理解と把握を期待して居る様である。

法隆寺に或る大き 2主力の表後を観、歩るととが出

来るとナれば、桂離宮に於ては個人の感情陀接ナ

る事が出来るのである。前者・が動的で、積極的であ

れば、後者は静的で、消極的である。又一方が全盟

的で遅うれば他方は個人的である様に考へられる。

とれ等の性格はとれを生産した時代の性格に依存

するもので、とれ等の襲術的債値、判断は造型的

劃栴のみを以て決定さるべきもので友く、現代の

性格を基準として、即ち現代の性格の如何に依っ

て左右さるべきものである。時代が個人主義的傾

向か全盟主義的傾向か叉自由主義的か否かに依っ

て桂離宮叉法隆寺の示すその性格の度合も自ら蓮

って来るものと思はれる。現代ドイツ、イタリー

に於ける建築陀現はれた性格と、吾図陀於ける聖

徳太子の時代むそれとを聯想、ナる時、或る共通君主

るものの存在を想像するのは私の尺度の歪曲の所

震だらうか。( 筆者は三座建築事務所勤務、感召中、

ピルマ汲遺永末隊検閲済)

烈しい軍基容と最前線のあの遺境に於てもかく思索し努

力を績ける亥がある。幸正 h は限 P なさ敬意と感謝と首位胞

とを皇室り以て之に報い度い。( 小川生〉



七坪牟の建築家

青 山 正 義

建築家が 7 坪宇の而も長屋建の、住宅を建築ナ

ると云ふ事は、何か非常陀建築家としての不誠質

さの結果である様に思へるだろう。そしてその出

来上った住宅が、如何にもゐ粗末で、在来的で工法

及請負方式にも何等の耕新さの見出し得主主い上に

それ等の住宅の多数が、とれ叉多数の建築家む手

によって浩られつム aうると云ふ事は、一種の自己

冒演ではないかと疑ひたくなるに違ひ主主い。どん

主主とれ迄の建築家にも、建築家としての住宅概念

の内に、恐らく 7坪宇の長屋建は用意されて友か

った事でるらう。

或る人々は、とれは建築家の良心の不足だと批

難ナる。

然し建築家の既成的主主良Jむだけで 7 坪牟の住宅

を否定する唯一の素材とは主主り得泣い。建築家が

技術者としての良心にたよる事は、常に必要では

あるが、自己の良心そのもの& 信仰し過ぎるとと

は、信者が信仰の割栴の前で絶封の服従者である

のと同じ誤謬k ゐかす危険がありはし主主いだろう

か。

建築家の良心はーーその‘輿へられた環境から、

かなり狭少で、ドグマ的で安外非科率的危傾向陀

主主りやナいー一一特に住宅に闘しては、建築物以前

の問題でたければ友ら友い。

建築家が車陀非論理的着想、から、 7 坪牟を否定

ナるととは、 30坪を肯定する事と本質的には何等

の差遣を認められ友い。それは再び、 7持宇を 5坪

陀、 8 坪 t亡、そして無限の輔落を意味するもので

あらう。

r7坪宇の住宅で、日本の閣民として、本営の生

活が出来るだろうか。」

とれが一般に批難の中心らしい。現在に於ける

日本人の本営の生活とはー髄何であらうか。戟守

を勝利に導く篤の生活以外に現在の日本に日本人

を幸幅えにらしめる生活が、想像出来るだろうか。

生活とは園家主= 包含せねば主主らね。園家より遊

離した文化観の裡に、我々の生活はすでに残され

た何ものも許されてゐ主主い。建築が、特に住宅が

国民の生活の重要たる一部面である君主れば、住宅

のみが、今倫小市民的安易性に甘やかれさてよい

理由はない。もしありとすれば、それは建築家の

既存と建設との比較に於ける時間的危錯慌に濯ひ

友い。恐らく住宅は、建築家の好むか、好まざる

にかムはらす京、 7 坪宇の方向に、我々の井戸端合

議を無視して前進するでるらう。

第 2の批難は r 7 坪今の住宅は、将来過密居住

の原因と主主り、スラム衡を構成し、再o : ' ni止舎問題

を提供するであらう」と。

もっともな理由ではあるが、組園の無い枇合問

題とは所謂「祉合問題」とは常然異質の問題で主主

ければならぬ。現在の日本にとって、何が一番重

要友る「祉合問題」であるだろうか。 7 坪宇の住

宅が所有し 、叉将来所有せねば主主らね宿命は、単

に 7坪宇とか、長屋建とかむ方向だけから易々と

解決される程、生やさしい祉舎問題ではあり得ね

であろう。今日住宅は 、図民たとって必要ではる

るが、決して全部ではたい。図家は 10坪とか、

7 坪牟とかの問題より超かに大きた運命の前に 、

19頁内鎗 〈一一
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常 務 曾 ( 第 2 回〉

時 1 月初日午後 4 時20分- 5

時20分

所 陳列場

出 席 者 理 事 絵 本 副 合 長

常 務 佐 藤 主 記 、 中 西 主 記

重安中主記、小林主計

西海主計、松久保主

計、大下繍斡、小林

編韓、鮒図編斡

議 事

l 引絡事項検討の件

2. 耳鼻合協合合併折衝委員の件

3. 幹事曾委員曾初舎合の件

4 四曾聯合務負規程調査委員曾の

件

常 ，務省I r (官事 3 回〉

時 2 月 2 日午後 5 時 10分ー 5

時30分

所 本み宇け

出 席 者 理 事 片 岡 舎 長 、 松 本1M曾

長

常 務 佐 藤 主 記 、 中 西 主 記

重苦中主記 松久保主

計、伊藤編章耳、大下

編輯、小林編輯

議員事

1  . 幹事委員委帰の件

2. 合員詮衡

報 告

時

所

1 . 耳鼻合協曾合併問題協議合開催の

件

2.四曾聯合請負規程調査委員合開

他の件

8. 出徒、入皆、除隊報告

常 務 曾 〈 官 事 4 回〉

2 月17 日午後 5 時30分ー 7

時

集合室

出 席 者 理 事 絵 本 国j 曾 長
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与予 ｦ［ Ｎ ［ ・ャＮＮ守 ｹＭＺＺＺ そ ｊｆｔ ら ｾｾＺＰＮｾ ｔＮＺＺＺ 央労ｾ Ｎ ＺＭｓど

己主 ｪｩ 会 ｾＰ 己 ＮｾＱＪｧＡｍ［ｪＮｴｾＡＺｾｴ

監事 池周監事 |  長絵本儀八氏議長となり只今出席

常務 柄本主記、佐藤主記| 者32名に して定款第24僚に依り評

中西主記、小林主計| 議員定設の 2 分の 2 以上の出席に

松久保主計、大下編| 付本合成立の旨を告げ直ちに議事

事耳、小林編務、錦閏 I  tc入る旨を賃: す

編輯 |  議 案 第 1鋭 建 築 事 舎 と 日 本 建

誠司巨 |  築協合合併の件

1  . 木材統制に関する号E貝曾設置の i  議長より雨舎合併に関する今月迄の

件 |  経過と共の大要に付別主買の如〈詳細

2 接合協曾合併問題に関する経費 |  懇切に設現をなしたる後評議員各位

の件 |  の意見を求む

3. 昭 和17年度決算並陀剰後金民主分 |  質問意見出でぎるを以て更に各位の

の件 |  賛同と療援を得て合併のことに溢捗

4. 事務員解傭並採用の件 |  差支なきゃを誇りたる陀賛成異様な

5. 合員詮衡 |  しの摩あり

報 告 | 議長異議なきを以て? を合一致御賛

1 . 建築聯合協議委員合より報告の |  成のととに認むる宵を述べ更に今後

件 |  の折衝遂行方法等に付総て理事者K

2. 合併問題協議合総過報告 |  一任せられ皮旨を諮りたるに異議な

3 南方建築展経過報告

4 出告E者報告

評 穏 員 曾

1 昭 和 18年 1 月26 日大阪市北T ! I 中之

島 3丁目 3呑地朝日ピノレヂングK

於て評議員舎を関曾す

1. 出席者次の湿り評議員33名

秋山 圭、井上一雄、生駒忠彦、

岩佐信也、尾亀済四郎、大下順三

郎、岡国主主調、岡野寛次、葉山正

明、川勝健二、小林済、小林三

造、佐藤正次郎、笹阿美代吉、清

水 升 、 篠 原 清 孝 、 瀧 湾 民 弓 、 谷

民議、中島幸喜卒、中西六郎、中野

順次郎、長尾清一、西海藤正、錦

回直一、林良倍、林久保敬三、

松本儀i ¥、 水 原 旭 、 道 回 恭 治 郎

しのaあり

議 長 御 賛 同 を 得 た る を 以 て 今 後 の

主主行方については理事者に於て義虎

し具鐙案を得次第更に本合議K 提 案

の上線、舎に諮る順序K て主主行すべき

旨を笠ナ

1. 次で議長より本合議事録の代表署

名者に次の 2 氏を指名し; l t の承諾

を得たり

弁 上 一 雄 君 錦 周 直 一 君

q 延長以上を以て本日の評議員曾は

関曾する旨を立し直ちに散合す時

に午後 6 時

編銀幹事曾 ( 傍 2 図〕

時 2 月 5 日午後 5 時30分 - 8

時

所 集合室

矢回鍬歳、重苦中一良、山口 正、 |  出 席 者 幹 事 長 小 林

吉岡英郎 |  常 務 伊 藤 、 大 下

1. 午後 5時40分書記長司舎の下に図| 幹 事 生 駒 、 小 川 、 中 野

民儀穫を行ひたる後関舎理事IIJ 合 宮崎、山口



議 事

J. 2 月銃後行遅延報告の件

. 3 月鋭執筆依頼先快諾回答情況

報 告 の 件

3. 4 月号虎編輯方針協議の件

陳 列 揚 幹 事 曾 く第 1 回〉

時 2 月 9 日午後 7 時 - 8 時

所 築 曾 室

出 官 席 者 幹 事 長 松 久 保

常 任 幹 事 榊、野 中

幹 事 椅 謀 説、 後 川 、 遺

問、矢 問、吉 崎

2畿 司E

ＱＮ 陳列易漣替方法ｾ他の件

陳 列 場 幹 事 曾 〈第 2 回〉

時 2 月23 日午後 5時 30分 一 7

時30分

所 地 下 食 堂

出 席 者 絵 事 長 松 久 保

常 任 幹 事 野 中

様 車

幹 事 楠 獄 、 中 西 、 前

野 、主主図、 宮崎

出品代表 1 j 三松釣戸車、三

機 工 業、披 口 研

究 所、 リー〆建

材

1 . 出品者曾合 K 関 す る 件

材 料 委 員 曾 〈繁 1 図〕

時 2 月 10 日午後 7 時 一 8 時30

分

所 集合室

出 席 者 養 員 長 楠 瀬

幹 事 遣 問

UI • 

委 員 幹 上、榊 、 竹 中、

長 尾、野 中、松 久

保、白石、橋本、

木 下 、 尼 崎

1 . 木材需給に関ナる研究縫績の件

材 料 委 員 曾 ( 第 2 回〉

時 2 月 18 日午後 6 時 一 8 時

所 集合室

出 席 者 委 員 長 楠 瀬

幹 事 選 図

餓司匡

委 員 竹 中 、 野 中 、 松 久

保

1  . 木材の寸 法 並 に 品等 規 格 に 闘 す

る件

曾 員 動 静

Z L 1 j  

曾 員

向 本 遜 君 西 区 土 佐 堀 泡 3 の二4

銭高級内〈株式合枇

銭高是且〉

北 川 清 君 府 下 北 河 内 郡 枚 方 町

大字伊加賀93

清 原 道 義 君 旭E 赤)11田r 678 明倫

荘内〈橋本秋岡建築

事務所〉

児島春太郎君図i 1 l 土佐期通 3 の24

銭高組内( 株式曾置土

銭高組〉

高 橋 宗 六 君 西TA土佐掘温 3 の24

銭高組内〈株式含枇

銭高組〉

民 谷 氏 郎 君 此 花 区 間 島 町L 13( 株

式合従銭高組〉

名田 辰雄君紳戸市須踏m : 村雨町

6 の 2 の31 (J II 崎造

船所建築係〉

中 矢 千 年 君 旭 直 嶋 野 町 174( 株 式

曾荒土銭高組〕

山口 術 彦 君 堺 市 櫛 摩 町 東 3 の 11

〈建築事務所自苦手〉

山添後j j t ' 君西淀川区関町 401 C  

市水逝局工務課管織

係〉

吉 田 繁 雄 君 西 区 土 佐 姻 通 3 の24

銭高組内〈株式合枇

銭高組〉

生 川 修 君 堺 市 鳳 町 長 承 寺 222

( 株式舎前土銭高組〉

石田 信 成 君 住 吉 区 北 畠 西 2 の 8

( 橋本組設計部〉

大 倉 窓 信 君 東 淀川区西大道町93

6  C銭高組〉

是木喜十良11君 旭E 古市大量1 i 3 の63

〈橋本組〉

外 山 l反 君 南 河 内 郡 高 八 下 村 字

野尻〈銭高組〉

地 方 曾 員

今西森之助君央市今西; i l i 3 銭 高 組

央〈銭高組〉

小 橋 貸君門司市大J ' I l _ 上20丁

( 銭高組〉

土 居 積 君 京 裁 府 梨 泰 院 町 山 3

の 5 府 公 合 〈 京 披 府

管繕課〉

中 村 敬 輔 君 庚島市商事現普町 675

く住宅管図E管局支所

建散部〉

間利子八五大郎君 愛知県系貸飯郡豊

川 町 銭高 組 結JWC銭

高組〉

場周 イ主太君 四日市市盟淡町 1 銭

高組結J i f r C銭高組〉

済 須 義 見 君 姫 路 市 北 市 中 屋 町 121

〈中島組〉

特 別 賛 助 員

門 庄 太 郎 君 大 正 直 泉 尾 竹 之 町 1

の33 C中山商庖〉

南 大 二 郎 君 北E互選本町73 Cヤ マ

ト盤強工業所〉

大 捻 源 一 君 東 成 i K 猪 飼 野 中 3 の

9  Cガ ン タ イ ト 洋 次

訴土〉

ヨここむ

.員

関鍛男君、山際光三君

地方. . 員 岩淵文治君、大原辰治

君、萩原惇正君、村田 重太郎君、

桂 川弘君、

特別賛助員

伊藤祭吉君、梶本誠一郎君、杉浦

重彦君、仙波政信君、中国 忠孝君

山下掬一君、中原英一君

普通賛助員

海堀芳太郎君、佐藤保{I'!l君、国語量

定門君、竹内保之君、中島悦治君

榊原三郎君、小崎f由太郎君
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r- 誇居; 持動{

倉 員

天 井 勇君 熊本県長八代市古詰宮町 |  群 寺95 ( 勤務先〉東

昭和良彦化工株式合 |  京市麹町l i l 1 i 丸の内 1

枇八代工場増設工事 |  の10セ メ ン ト統 制j 合

清水組作業場 |  普通賛助員

叩

朝

町

の

組

問

1

水

本

町

清

区

金

一
枇

並

策

合

杉

府

式

路

市

公

妓

株

支

京

の

京

l

鮮

東

1

君

君

雄

茂

正

原

森

中

村

花

穂

見

町

字

伏

西

村

郡

郡

島

駒

溢

曲

室

生

川

+

岡

田

脚

豚

郡

良

松

庫

政

能

祭

卒

兵
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